
(57)【要約】

【課題】腫瘍等の疾患部位または体腔内の特徴部位等の

被検体における関心領域の断層像を容易に画面表示でき

ること。

【解決手段】表示された２次元超音波断層像上に二つの

指定点を指示入力するとともに該二つの指定点を少なく

とも通る直線を回転軸とし該回転軸を通る基準切断面に

対する回転角度を指示入力する入力装置８と、前記２次

元超音波断層像をもとに、前記基準切断面に対して前記

回転角度をもつ指定切断面の断層像を生成する制御部１

３を備えた画像処理装置１０と、前記基準切断面または

前記指定切断面の断層像を含む各種画像を表示出力する

モニタ９と、を備える。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 腔 内 の 被 検 体 に 対 し て 超 音 波 振 動 子 に よ る 超 音 波 の 送 受 信 を 行 っ て 複 数 の ２ 次 元 超 音
波 断 層 像 を 得 る と と も に 、 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 の 各 々 の 位 置 を 検 出 し 、 こ の 検 出 さ れ
た 位 置 デ ー タ と と も に 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 を 備 え た 超 音 波 診 断 装
置 に お い て 、
　 表 示 さ れ た 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 で ２ 点 を 指 示 入 力 す る と と も に 該 ２ 点 を 少 な く と
も 通 る 直 線 を 回 転 軸 と し 該 回 転 軸 を 通 る 回 転 基 準 平 面 に 対 す る 回 転 角 度 を 指 示 入 力 す る 入
力 手 段 と 、
　 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を も と に 、 前 記 回 転 基 準 平 面 に 対 し て 前 記 回 転 角 度 を も つ 切 断
面 の ２ 次 元 画 像 を 生 成 す る 画 像 処 理 制 御 手 段 と 、
　 前 記 ２ 次 元 画 像 を 含 む 各 種 画 像 を 表 示 出 力 す る 表 示 手 段 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 入 力 手 段 は 、 前 記 回 転 角 度 に 代 え て 前 記 切 断 面 を 形 成 す る 単 位 回 転 角 度 を 入 力 指 示
し 、
　 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 は 、 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を も と に 、 前 記 回 転 基 準 平 面 か ら 所
定 回 転 方 向 に 前 記 単 位 回 転 角 度 毎 の 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 生 成 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 は 、 前 記 ２ 点 間 に 存 在 す る 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を も と に 該 ２
次 元 超 音 波 断 層 像 間 を 補 間 し て 生 成 さ れ た ３ 次 元 超 音 波 画 像 を も と に 前 記 切 断 面 の ２ 次 元
画 像 を 生 成 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 入 力 手 段 は 、 前 記 ２ 点 の う ち 少 な く と も １ 点 の 位 置 を 変 更 で き 、
　 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 は 、 少 な く と も １ 点 の 位 置 が 変 更 さ れ た 場 合 、 該 変 更 さ れ た １ 点
を 含 む ２ 点 の 位 置 を も と に 前 記 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 生 成 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 入 力 手 段 は 、 当 該 入 力 手 段 の 入 力 量 に 応 じ て 前 記 回 転 角 度 を 変 化 さ せ 、
　 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 は 、 前 記 変 化 し た 回 転 角 度 の 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 逐 次 生 成 出 力
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 表 示 手 段 は 、 前 記 ２ 次 元 画 像 お よ び 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を 同 時 に 表 示 出 力 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ２ 点 は 、 表 示 画 面 上 に ２ つ の マ ー カ と し て 表 示 さ れ 、 前 記 入 力 手 段 は 、 該 マ ー カ 位
置 を 変 更 す る こ と に よ っ て 前 記 ２ 点 の 位 置 を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い
ず れ か 一 つ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ２ 点 間 を 通 る 回 転 軸 は 、 表 示 画 面 上 に 補 助 線 と し て 表 示 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ７ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ２ 点 を 示 す 各 マ ー カ お よ び 前 記 補 助 線 の 表 示 態 様 は 、 そ れ ぞ れ 異 な る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ７ ま た は ８ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ２ 点 の う ち 少 な く と も １ 点 が 、 前 記 ２ 次 元 画 像 お よ び 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 に
マ ー カ と し て 表 示 さ れ 、 同 一 の 点 を 示 す 前 記 ２ 次 元 画 像 上 の マ ー カ と 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断
層 像 上 の マ ー カ と は 表 示 態 様 を 同 じ く し 、 異 な る 点 を 示 す 前 記 ２ 次 元 画 像 上 の マ ー カ と 前
記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 の マ ー カ と は 表 示 態 様 を 異 な ら せ る こ と 、 を 特 徴 と す る 請 求 項 ６
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に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 に よ っ て 生 成 さ れ た ２ 次 元 画 像 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 を 備 え 、
　 前 記 入 力 手 段 は 、 前 記 記 憶 手 段 内 に 記 憶 さ れ た ２ 次 元 画 像 の 読 み 出 し 指 示 を 行 い 、
　 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 は 、 前 記 読 み 出 し 指 示 に よ っ て 該 読 み 出 し 指 示 さ れ た ２ 次 元 画 像
を 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 体 腔 内 挿 入 側 先 端 に 前 記 超 音 波 振 動 子 が 配 置 さ れ 、 前 記 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 場 合 に
、 前 記 体 腔 内 の 所 望 の 光 学 画 像 を 出 力 す る 内 視 鏡 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ １
１ の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 超 音 波 診 断 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 生 体 等 の 被 検 体 に 超 音 波 を 照 射 す る と と も に 該 超 音 波 の エ コ ー を 受 波 し て
超 音 波 走 査 を 行 い 、 該 超 音 波 走 査 に よ っ て 得 ら れ た 空 間 領 域 の 画 像 デ ー タ を 用 い て 、 こ の
被 検 体 の 所 望 の 断 層 像 を 画 面 表 示 す る 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 生 体 等 の 被 検 体 に 超 音 波 を 照 射 す る と と も に 該 超 音 波 の エ コ ー を 空 間 的 に 受
波 し て 該 被 検 体 に 対 す る 走 査 を 行 い 、 該 走 査 に よ っ て 得 ら れ た 複 数 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ を
用 い て 、 こ の 被 検 体 の ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 作 成 し 、 該 ３ 次 元 画 像 デ ー タ を も と に 、 こ の 被
検 体 の 所 望 の 断 層 像 を 画 面 表 示 す る 超 音 波 診 断 装 置 が 開 発 さ れ て い る 。 操 作 者 は 、 こ の 超
音 波 診 断 装 置 を 操 作 し て 被 検 体 の 所 望 の 断 層 像 を 画 面 表 示 さ せ 、 腫 瘍 等 の 疾 患 部 位 ま た は
体 腔 内 の 特 徴 部 位 等 の 被 検 体 に お け る 関 心 領 域 を 探 索 あ る い は 観 察 し 、 こ れ を も と に 、 患
者 に 対 す る 超 音 波 診 断 を 行 う 。 こ の よ う な 技 術 に 関 し 、 被 検 体 に 対 す る 走 査 を 行 っ て 、 該
被 検 体 の ス ラ イ ス 面 に 対 応 す る 複 数 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ を 取 得 し 、 ３ 次 元 的 に 配 列 さ れ た
該 ２ 次 元 画 像 デ ー タ に 仮 想 の 切 断 面 を 設 定 し た 場 合 に 、 該 切 断 面 に お け る 被 検 体 の 断 層 像
を 画 面 表 示 す る も の が あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ６ － ９ ５ ２ ７ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 医 用 画 像 診 断 装 置 で は 、 ３ 次 元 的 に 配
列 し た 複 数 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ を も と に 被 検 体 の 断 層 像 を 作 成 す る 場 合 、 こ の 複 数 の ２ 次
元 画 像 デ ー タ 上 に 指 定 さ れ た 第 １ 座 標 点 お よ び 第 ２ 座 標 点 を 少 な く と も 通 過 す る 直 線 と 該
直 線 上 に な い 第 ３ 座 標 点 と を 用 い て 、 こ の ２ 次 元 画 像 デ ー タ 上 に 仮 想 の 切 断 面 を 設 定 し て
い る 。 こ の た め 、 操 作 者 は 、 こ の 医 用 画 像 診 断 装 置 を 用 い た 場 合 、 被 検 体 の 関 心 領 域 を 捉
え た 切 断 面 が 設 定 さ れ る ま で 、 こ の 第 ３ 座 標 点 を 探 求 す る と と も に 指 定 す る 作 業 を 繰 り 返
さ な け れ ば な ら ず 、 こ の こ と は 、 被 検 体 の 断 層 像 を 画 面 表 示 す る 操 作 の 煩 雑 さ を 助 長 す る
。 す な わ ち 、 こ の 医 用 画 像 診 断 装 置 で は 、 被 検 体 の 関 心 領 域 を 捉 え た 断 層 像 を 画 面 表 示 す
る ま で に 多 大 な 時 間 と 労 力 が か か る と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 腫 瘍 等 の 疾 患 部 位 ま た は 体 腔 内 の 特
徴 部 位 等 の 被 検 体 に お け る 関 心 領 域 の 断 層 像 を 容 易 に 画 面 表 示 で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 提
供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、
体 腔 内 の 被 検 体 に 対 し て 超 音 波 振 動 子 に よ る 超 音 波 の 送 受 信 を 行 っ て 複 数 の ２ 次 元 超 音 波
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断 層 像 を 得 る と と も に 、 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 の 各 々 の 位 置 を 検 出 し 、 こ の 検 出 さ れ た
位 置 デ ー タ と と も に 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 を 備 え た 超 音 波 診 断 装 置
に お い て 、 表 示 さ れ た 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 で ２ 点 を 指 示 入 力 す る と と も に 該 ２ 点 を
少 な く と も 通 る 直 線 を 回 転 軸 と し 該 回 転 軸 を 通 る 回 転 基 準 平 面 に 対 す る 回 転 角 度 を 指 示 入
力 す る 入 力 手 段 と 、 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を も と に 、 前 記 回 転 基 準 平 面 に 対 し て 前 記 回
転 角 度 を も つ 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 生 成 す る 画 像 処 理 制 御 手 段 と 、 前 記 ２ 次 元 画 像 を 含 む
各 種 画 像 を 表 示 出 力 す る 表 示 手 段 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 入 力 手 段 が 、 表 示 さ れ た 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 の ２
点 を 指 示 入 力 す る と と も に 該 ２ 点 を 少 な く と も 通 る 直 線 を 回 転 軸 と し 該 回 転 軸 を 通 る 回 転
基 準 平 面 に 対 す る 回 転 角 度 を 指 示 入 力 し 、 画 像 処 理 制 御 手 段 が 、 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像
を も と に 、 前 記 回 転 基 準 平 面 に 対 し て 前 記 回 転 角 度 を も つ 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 生 成 し 、
表 示 手 段 が 、 前 記 ２ 次 元 画 像 を 含 む 各 種 画 像 を 表 示 出 力 す る よ う に し 、 胆 管 と 膵 管 と の 合
流 部 等 の 体 腔 内 の 特 徴 的 部 位 ま た は 腫 瘍 等 の 疾 患 部 位 等 の 所 望 の 関 心 領 域 の 断 層 像 を 的 確
に 捉 え た ２ 次 元 画 像 を 容 易 に 表 示 出 力 で き る 超 音 波 診 断 装 置 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 前 記 入 力 手 段 は 、 前 記
回 転 角 度 に 代 え て 前 記 切 断 面 を 形 成 す る 単 位 回 転 角 度 を 入 力 指 示 し 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手
段 は 、 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を も と に 、 前 記 回 転 基 準 平 面 か ら 所 定 回 転 方 向 に 前 記 単 位
回 転 角 度 毎 の 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 生 成 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 入 力 手 段 が 、 前 記 回 転 角 度 に 代 え て 前 記 切 断 面 を 形
成 す る 単 位 回 転 角 度 を 入 力 指 示 し 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 が 、 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を
も と に 、 前 記 回 転 基 準 平 面 か ら 所 定 回 転 方 向 に 前 記 単 位 回 転 角 度 毎 の 切 断 面 の ２ 次 元 画 像
を 生 成 出 力 す る よ う に し 、 所 望 の 回 転 角 度 の 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 表 示 出 力 す る ま で の 処
理 時 間 を 短 縮 す る と と も に 、 回 転 角 度 に つ い て 細 密 に 区 分 さ れ た 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 生
成 出 力 で き 、 こ れ に よ っ て 、 所 望 の 関 心 領 域 の 断 層 像 が 的 確 に 捉 え ら れ た ２ 次 元 画 像 を 容
易 か つ 効 率 的 に 表 示 出 力 す る 超 音 波 診 断 装 置 に し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段
は 、 前 記 ２ 点 間 に 存 在 す る 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を も と に 該 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 間 を 補
間 し て 生 成 さ れ た ３ 次 元 超 音 波 画 像 を も と に 前 記 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 生 成 出 力 す る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 が 、 前 記 ２ 点 間 に 存 在 す る 前 記 ２
次 元 超 音 波 断 層 像 を も と に 該 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 間 を 補 間 し て 生 成 さ れ た ３ 次 元 超 音 波 画
像 を も と に 前 記 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 生 成 出 力 す る よ う に し 、 前 記 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を
生 成 出 力 す る 画 像 処 理 の 処 理 速 度 の 高 速 化 を 促 進 し 、 前 記 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 短 時 間 で
表 示 出 力 す る 超 音 波 診 断 装 置 に し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 前 記 入 力 手 段 は 、 前 記
２ 点 の う ち 少 な く と も １ 点 の 位 置 を 変 更 で き 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 は 、 少 な く と も １ 点
の 位 置 が 変 更 さ れ た 場 合 、 該 変 更 さ れ た １ 点 を 含 む ２ 点 の 位 置 を も と に 前 記 切 断 面 の ２ 次
元 画 像 を 生 成 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 入 力 手 段 が 、 前 記 ２ 点 の う ち 少 な く と も １ 点 の 位 置
を 変 更 で き 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 が 、 少 な く と も １ 点 の 位 置 が 変 更 さ れ た 場 合 、 該 変 更
さ れ た １ 点 を 含 む ２ 点 の 位 置 を も と に 前 記 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 生 成 出 力 す る よ う に し 、
所 望 の 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 確 実 に 生 成 出 力 し 、 所 望 の 関 心 領 域 の 断 層 像 を 捉 え た ２ 次 元
画 像 を 効 率 的 に 表 示 出 力 す る 超 音 波 診 断 装 置 に し て い る 。
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 前 記 入 力 手 段 は 、 当 該
入 力 手 段 の 入 力 量 に 応 じ て 前 記 回 転 角 度 を 変 化 さ せ 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 は 、 前 記 変 化
し た 回 転 角 度 の 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 逐 次 生 成 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 入 力 手 段 が 、 当 該 入 力 手 段 の 入 力 量 に 応 じ て 前 記 回
転 角 度 を 変 化 さ せ 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 が 、 前 記 変 化 し た 回 転 角 度 の 切 断 面 の ２ 次 元 画
像 を 逐 次 生 成 出 力 す る よ う に し 、 前 記 回 転 角 度 の 指 示 入 力 を 容 易 に す る と と も に 、 当 該 入
力 手 段 の 入 力 量 に 応 じ た 前 記 回 転 角 度 の 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 容 易 に 表 示 出 力 し 、 体 腔 内
の 所 望 の 関 心 領 域 の 断 層 像 を 探 し 出 す 装 置 と し て 好 適 な 超 音 波 診 断 装 置 に し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 前 記 表 示 手 段 は 、 前 記
２ 次 元 画 像 お よ び 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を 同 時 に 表 示 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 表 示 手 段 が 、 前 記 ２ 次 元 画 像 お よ び 前 記 ２ 次 元 超 音
波 断 層 像 を 同 時 に 表 示 出 力 す る よ う に し 、 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 に 捉 え ら れ た 体 腔 内 の
断 層 状 態 を ３ 次 元 的 に 把 握 し 易 く し 、 体 腔 内 の 所 望 の 関 心 領 域 の 断 層 像 を 容 易 に 探 し 出 せ
る 超 音 波 診 断 装 置 に し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 前 記 ２ 点 は 、 表 示 画 面
上 に ２ つ の マ ー カ と し て 表 示 さ れ 、 前 記 入 力 手 段 は 、 該 マ ー カ 位 置 を 変 更 す る こ と に よ っ
て 前 記 ２ 点 の 位 置 を 変 更 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 請 求 項 ７ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ２ 点 が 、 表 示 画 面 上 に ２ つ の マ ー カ と し て 表 示 さ れ
、 前 記 入 力 手 段 が 、 該 マ ー カ 位 置 を 変 更 す る こ と に よ っ て 前 記 ２ 点 の 位 置 を 変 更 す る よ う
に し 、 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 に 指 定 さ れ た ２ 点 の う ち の 少 な く と も １ 点 の 位 置 を 変 更
す る 再 指 示 入 力 を 容 易 に し た 超 音 波 診 断 装 置 を 実 現 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 前 記 ２ 点 間 を 通 る 回 転
軸 は 、 表 示 画 面 上 に 補 助 線 と し て 表 示 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 請 求 項 ８ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ２ 点 間 を 通 る 回 転 軸 が 、 表 示 画 面 上 に 補 助 線 と し て
表 示 さ れ る よ う に し 、 前 記 ２ 次 元 画 像 が 表 示 さ れ た 切 断 面 の 回 転 軸 と 該 切 断 面 の 回 転 方 向
を 容 易 に 把 握 で き 、 所 望 の 関 心 領 域 の 断 層 像 を 効 率 的 に 探 し 出 せ る 超 音 波 診 断 装 置 に し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 前 記 ２ 点 を 示 す 各 マ ー
カ お よ び 前 記 補 助 線 の 表 示 態 様 は 、 そ れ ぞ れ 異 な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 請 求 項 ９ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ２ 点 を 示 す 各 マ ー カ お よ び 前 記 補 助 線 の 表 示 態 様 が
、 そ れ ぞ れ 異 な る よ う に し 、 前 記 ２ 点 の 区 別 を 容 易 に し 、 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 に 指
定 さ れ た ２ 点 の う ち の 少 な く と も １ 点 の 位 置 を 変 更 す る 再 指 示 入 力 に 最 適 な 超 音 波 診 断 装
置 を 実 現 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ０ に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 前 記 ２ 点 の う ち の 少
な く と も １ 点 が 、 前 記 ２ 次 元 画 像 お よ び 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 に マ ー カ と し て 表 示 さ
れ 、 同 一 の 点 を 示 す 前 記 ２ 次 元 画 像 上 の マ ー カ と 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 の マ ー カ と は
表 示 態 様 を 同 じ く し 、 異 な る 点 を 示 す 前 記 ２ 次 元 画 像 上 の マ ー カ と 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層
像 上 の マ ー カ と は 表 示 態 様 を 異 な ら せ る こ と 、 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 こ の 請 求 項 １ ０ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ２ 次 元 画 像 上 の マ ー カ と 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像
上 と で 同 一 点 に 対 す る 位 置 の 対 応 が つ け 易 く 、 異 な る 点 と の 混 同 を 避 け る こ と が で き る 超
音 波 診 断 装 置 を 実 現 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ １ に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手
段 に よ っ て 生 成 さ れ た ２ 次 元 画 像 を 記 憶 す る 記 憶 手 段 を 備 え 、 前 記 入 力 手 段 は 、 前 記 記 憶
手 段 内 に 記 憶 さ れ た ２ 次 元 画 像 の 読 み 出 し 指 示 を 行 い 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 は 、 前 記 読
み 出 し 指 示 に よ っ て 該 読 み 出 し 指 示 さ れ た ２ 次 元 画 像 を 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 請 求 項 １ １ の 発 明 に よ れ ば 、 記 憶 手 段 が 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 に よ っ て 生 成 さ れ
た ２ 次 元 画 像 を 記 憶 し 、 前 記 入 力 手 段 が 、 前 記 記 憶 手 段 内 に 記 憶 さ れ た ２ 次 元 画 像 の 読 み
出 し 指 示 を 行 い 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 が 、 前 記 読 み 出 し 指 示 に よ っ て 該 読 み 出 し 指 示 さ
れ た ２ 次 元 画 像 を 出 力 す る よ う に し 、 所 望 の ２ 次 元 画 像 を 確 実 に 表 示 出 力 す る 超 音 波 診 断
装 置 を 実 現 し て い る 。 さ ら に 、 請 求 項 ２ の 発 明 と 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 前 記 回 転 基 準
平 面 か ら 所 定 回 転 方 向 に 前 記 単 位 回 転 角 度 毎 の 切 断 面 を 記 憶 し て お き 、 該 切 断 面 の ２ 次 元
画 像 の 読 み 出 し 指 示 が な さ れ た 場 合 に 前 記 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 読 み 出 せ る 超 音 波 診 断 装
置 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ２ に か か る 超 音 波 診 断 装 置 は 、 上 記 発 明 に お い て 、 前 記 体 腔 内 挿 入 側 先
端 に 前 記 超 音 波 振 動 子 が 配 置 さ れ 、 前 記 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 場 合 に 、 前 記 体 腔 内 の 所 望 の
光 学 画 像 を 出 力 す る 内 視 鏡 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 請 求 項 １ ２ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 超 音 波 振 動 子 が 、 前 記 体 腔 内 挿 入 側 先 端 に 配 置 さ
れ 、 前 記 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 場 合 に 、 内 視 鏡 が 、 前 記 体 腔 内 の 所 望 の 光 学 画 像 を 出 力 す る
よ う に し 、 前 記 超 音 波 振 動 子 に よ る ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 と 前 記 光 学 画 像 と を 表 示 出 力 し て
、 前 記 体 腔 内 の 状 態 と 前 記 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 前 記 超 音 波 振 動 子 の 位 置 と を 的 確 に 把 握 で
き る 超 音 波 診 断 装 置 に し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 入 力 手 段 が 、 表 示 さ れ た 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 の ２ 点 を
指 示 入 力 す る と と も に 該 ２ 点 を 少 な く と も 通 る 直 線 を 回 転 軸 と し 該 回 転 軸 を 通 る 回 転 基 準
平 面 に 対 す る 回 転 角 度 を 指 示 入 力 し 、 画 像 処 理 制 御 手 段 が 、 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を も
と に 、 前 記 回 転 基 準 平 面 に 対 し て 前 記 回 転 角 度 を も つ 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 生 成 し 、 表 示
手 段 が 、 前 記 ２ 次 元 画 像 を 含 む 各 種 画 像 を 表 示 出 力 す る の で 、 胆 管 と 膵 管 と の 合 流 部 等 の
体 腔 内 の 特 徴 的 部 位 ま た は 腫 瘍 等 の 疾 患 部 位 等 の 所 望 の 関 心 領 域 の 断 層 像 を 的 確 に 捉 え た
２ 次 元 画 像 を 容 易 に 表 示 出 力 で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 実 現 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 入 力 手 段 が 、 前 記 回 転 角 度 に 代 え て 前 記 切 断 面 を
形 成 す る 単 位 回 転 角 度 を 入 力 指 示 し 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 が 、 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像
を も と に 、 前 記 回 転 基 準 平 面 か ら 所 定 回 転 方 向 に 前 記 単 位 回 転 角 度 毎 の 切 断 面 の ２ 次 元 画
像 を 生 成 出 力 す る の で 、 所 望 の 回 転 角 度 の 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 表 示 出 力 す る ま で の 処 理
時 間 を 短 縮 す る と と も に 、 回 転 角 度 に つ い て 細 密 に 区 分 さ れ た 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 生 成
出 力 で き 、 こ れ に よ っ て 、 所 望 の 関 心 領 域 の 断 層 像 が 的 確 に 捉 え ら れ た ２ 次 元 画 像 を 容 易
か つ 効 率 的 に 表 示 出 力 す る 超 音 波 診 断 装 置 を 実 現 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 が 、 前 記 ２ 点 間 に 存 在 す る 前 記
２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を も と に 該 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 間 を 補 間 し て 生 成 さ れ た ３ 次 元 超 音 波
画 像 を も と に 前 記 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 生 成 出 力 す る の で 、 前 記 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 生
成 出 力 す る 画 像 処 理 の 処 理 速 度 の 高 速 化 を 促 進 し 、 前 記 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 短 時 間 で 表
示 出 力 す る 超 音 波 診 断 装 置 を 実 現 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
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【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 入 力 手 段 が 、 前 記 ２ 点 の う ち 少 な く と も １ 点 の 位
置 を 変 更 で き 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 が 、 少 な く と も １ 点 の 位 置 が 変 更 さ れ た 場 合 、 該 変
更 さ れ た １ 点 を 含 む ２ 点 の 位 置 を も と に 前 記 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 生 成 出 力 す る の で 、 所
望 の 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 確 実 に 生 成 出 力 で き 、 所 望 の 関 心 領 域 の 断 層 像 を 捉 え た ２ 次 元
画 像 を 効 率 的 に 表 示 出 力 す る 超 音 波 診 断 装 置 を 実 現 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 入 力 手 段 が 、 当 該 入 力 手 段 の 入 力 量 に 応 じ て 前 記
回 転 角 度 を 変 化 さ せ 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 が 、 前 記 変 化 し た 回 転 角 度 の 切 断 面 の ２ 次 元
画 像 を 逐 次 生 成 出 力 す る の で 、 前 記 回 転 角 度 の 指 示 入 力 を 容 易 に 行 う こ と が で き る と と も
に 、 当 該 入 力 手 段 の 入 力 量 に 応 じ た 前 記 回 転 角 度 の 切 断 面 の ２ 次 元 画 像 を 容 易 に 表 示 出 力
で き 、 体 腔 内 の 所 望 の 関 心 領 域 の 断 層 像 を 探 し 出 す 装 置 と し て 好 適 な 超 音 波 診 断 装 置 を 実
現 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 表 示 手 段 が 、 前 記 ２ 次 元 画 像 お よ び 前 記 ２ 次 元 超
音 波 断 層 像 を 同 時 に 表 示 出 力 す る の で 、 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 に 捉 え ら れ た 体 腔 内 の 断
層 状 態 を ３ 次 元 的 に 容 易 に 把 握 で き 、 体 腔 内 の 所 望 の 関 心 領 域 の 断 層 像 を 容 易 に 探 し 出 せ
る 超 音 波 診 断 装 置 を 実 現 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ２ 点 が 、 表 示 画 面 上 に ２ つ の マ ー カ と し て 表 示 さ
れ 、 前 記 入 力 手 段 が 、 該 マ ー カ 位 置 を 変 更 す る こ と に よ っ て 前 記 ２ 点 の 位 置 を 変 更 す る の
で 、 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 に 指 定 さ れ た ２ 点 の う ち の 少 な く と も １ 点 の 位 置 を 変 更 す
る 再 指 示 入 力 を 容 易 に 行 え る 超 音 波 診 断 装 置 を 実 現 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 請 求 項 ８ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ２ 点 間 を 通 る 回 転 軸 が 、 表 示 画 面 上 に 補 助 線 と し
て 表 示 さ れ る の で 、 前 記 ２ 次 元 画 像 が 表 示 さ れ た 切 断 面 の 回 転 軸 と 該 切 断 面 の 回 転 方 向 を
容 易 に 把 握 で き 、 所 望 の 関 心 領 域 の 断 層 像 を 効 率 的 に 探 し 出 せ る 超 音 波 診 断 装 置 を 実 現 で
き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 請 求 項 ９ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ２ 点 を 示 す 各 マ ー カ お よ び 前 記 補 助 線 の 表 示 態 様
が 、 そ れ ぞ れ 異 な る の で 、 前 記 ２ 点 を 容 易 に 区 別 で き 、 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 に 指 定
さ れ た ２ 点 の う ち の 少 な く と も １ 点 の 位 置 を 変 更 す る 再 指 示 入 力 に 最 適 な 超 音 波 診 断 装 置
を 実 現 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ０ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 ２ 点 の う ち の 少 な く と も １ 点 が 、 前 記 ２ 次 元 画
像 お よ び 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 に マ ー カ と し て 表 示 さ れ 、 同 一 点 を 示 す 前 記 ２ 次 元 画
像 上 の マ ー カ と 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 の マ ー カ と は 表 示 態 様 を 同 じ く し 、 異 な る 点 を
示 す 前 記 ２ 次 元 画 像 上 の マ ー カ と 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 の マ ー カ と は 表 示 態 様 を 異 な
ら せ る の で 、 前 記 ２ 次 元 画 像 上 の マ ー カ と 前 記 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 の マ ー カ と で 同 一 点
に 対 す る 位 置 の 対 応 が つ け 易 く 、 異 な る 点 と の 混 同 を 避 け る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏
す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ １ の 発 明 に よ れ ば 、 記 憶 手 段 が 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 に よ っ て 生 成 さ
れ た ２ 次 元 画 像 を 記 憶 し 、 前 記 入 力 手 段 が 、 前 記 記 憶 手 段 内 に 記 憶 さ れ た ２ 次 元 画 像 の 読
み 出 し 指 示 を 行 い 、 前 記 画 像 処 理 制 御 手 段 が 、 前 記 読 み 出 し 指 示 に よ っ て 該 読 み 出 し 指 示
さ れ た ２ 次 元 画 像 を 出 力 す る の で 、 所 望 の ２ 次 元 画 像 を 確 実 に 表 示 出 力 で き る 超 音 波 診 断
装 置 を 実 現 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ２ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 超 音 波 振 動 子 が 、 前 記 体 腔 内 挿 入 側 先 端 に 配 置
さ れ 、 前 記 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 場 合 に 、 内 視 鏡 が 、 前 記 体 腔 内 の 所 望 の 光 学 画 像 を 出 力 す

10

20

30

40

50

(7) JP 2005-118160 A 2005.5.12



る の で 、 前 記 超 音 波 振 動 子 に よ る ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 と 前 記 光 学 画 像 と を 表 示 出 力 で き 、
こ れ に よ っ て 、 前 記 体 腔 内 の 状 態 と 前 記 体 腔 内 に 挿 入 さ れ た 前 記 超 音 波 振 動 子 の 位 置 と を
的 確 に 把 握 で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
以 下 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 に か か る 超 音 波 診 断 装 置 の 好 適 な 実 施 の 形 態 を 詳 細
に 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 に よ っ て 、 こ の 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
（ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 例 示 す る ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。 図 １ に お い て 、 こ の 超 音 波 診 断 装 置 １ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 ３ と 挿 入
部 ３ を 操 作 す る 操 作 部 ４ と を 備 え た プ ロ ー ブ ２ と 、 超 音 波 観 測 装 置 ５ と 、 受 信 ア ン テ ナ ６
ｂ と 、 位 置 デ ー タ 算 出 装 置 ７ と 、 入 力 装 置 ８ と 、 モ ニ タ ９ と 、 画 像 処 理 装 置 １ ０ と を 有 す
る 。 挿 入 部 ３ の 先 端 に は 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ が 回 転 自 在 に 組 み 込 ま れ 、 挿 入 部 ３ の 後 端 に
は 、 操 作 部 ４ が 配 置 さ れ る 。 超 音 波 振 動 子 ３ ａ の 近 傍 に は 、 送 信 コ イ ル ６ ａ が 着 脱 可 能 に
配 置 さ れ る 。 操 作 部 ４ は 、 モ ー タ ４ ａ を 有 し 、 モ ー タ ４ ａ は 、 シ ャ フ ト ３ ｂ を 介 し て 超 音
波 振 動 子 ３ ａ と 接 続 さ れ る 。 超 音 波 観 測 装 置 ５ は 、 操 作 部 ４ に 設 け ら れ た 電 源 ス イ ッ チ （
図 示 せ ず ） お よ び ケ ー ブ ル 等 を 介 し て 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ お よ び モ ー タ ４ ａ と 電 気 的 に 接
続 さ れ る 。 位 置 デ ー タ 算 出 装 置 ７ は 、 ケ ー ブ ル 等 を 介 し て 、 送 信 コ イ ル ６ ａ お よ び 受 信 ア
ン テ ナ ６ ｂ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 画 像 処 理 装 置 １ ０ は 、 ケ ー ブ ル 等 を 介 し て 、 超 音 波 観
測 装 置 ５ 、 位 置 デ ー タ 算 出 装 置 ７ 、 入 力 装 置 ８ 、 お よ び モ ニ タ ９ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 プ ロ ー ブ ２ は 、 上 述 し た よ う に 、 先 端 に 超 音 波 振 動 子 ３ ａ が 配 置 さ れ た 挿 入 部 ３ と モ ー
タ ４ ａ が 組 み 込 ま れ た 操 作 部 ４ と を 用 い て 構 成 さ れ 、 体 腔 内 を 放 射 状 に 走 査 （ ラ ジ ア ル ス
キ ャ ン ） す る よ う に 機 能 す る 。 ま た 、 プ ロ ー ブ ２ に は 、 内 視 鏡 等 の 光 学 系 が 設 け ら れ て も
よ く 、 こ の 場 合 、 プ ロ ー ブ ２ は 、 こ の 光 学 系 に よ る 体 腔 内 の 光 学 画 像 に 関 す る デ ー タ を 画
像 処 理 装 置 １ ０ に 送 出 し 、 画 像 処 理 装 置 １ ０ は 、 受 信 し た 光 学 画 像 に 関 す る デ ー タ を も と
に 、 該 デ ー タ に 対 応 す る 光 学 画 像 を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る 。 挿 入 部 ３ は 、 可 撓 性 部 材
を 用 い て 実 現 さ れ 、 体 腔 内 へ の 挿 入 に 好 適 な 細 長 い 筒 形 状 を 有 す る 。 超 音 波 振 動 子 ３ ａ は
、 チ タ ン 酸 バ リ ウ ム ま た は チ タ ン 酸 ジ ル コ ン 酸 鉛 等 の 圧 電 セ ラ ミ ッ ク を 用 い て 実 現 さ れ 、
印 加 さ れ た パ ル ス 状 の 電 圧 を 逆 圧 電 効 果 に よ っ て 超 音 波 に 変 換 す る 機 能 と 、 こ の 超 音 波 の
反 射 波 （ エ コ ー ） を 圧 電 効 果 に よ っ て 電 気 的 な エ コ ー 信 号 に 変 換 す る 機 能 と を 有 す る 。 シ
ャ フ ト ３ ｂ は 、 フ レ キ シ ブ ル な シ ャ フ ト で あ り 、 モ ー タ ４ ａ に よ る 回 転 駆 動 を 超 音 波 振 動
子 ３ ａ に 伝 達 す る 可 撓 自 在 な 駆 動 軸 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 操 作 部 ４ は 、 操 作 者 の 操 作 に 応 じ 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ お よ び 送 信 コ イ ル ６ ａ が 配 置 さ れ
る 部 位 を 含 む 挿 入 部 ３ の 先 端 を 湾 曲 さ せ る 機 能 を 有 す る 。 ま た 、 操 作 部 ４ は 、 操 作 者 が 操
作 部 ４ の 電 源 ス イ ッ チ を オ ン 状 態 に し た 場 合 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ お よ び モ ー タ ４ ａ と 超 音
波 観 測 装 置 ５ と を 電 気 的 に 接 続 し 、 超 音 波 観 測 装 置 ５ は 、 超 音 波 振 動 子 ３ に １ ０ ０ ［ Ｖ ］
程 度 の パ ル ス 状 の 電 圧 （ パ ル ス 電 圧 ） を 印 加 す る と と も に 、 モ ー タ ４ ａ に １ ２ ［ Ｖ ］ 程 度
の 直 流 駆 動 電 圧 を 印 加 す る 。 こ の 場 合 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ は 、 超 音 波 観 測 装 置 ５ か ら 印 加
さ れ た パ ル ス 電 圧 を 用 い て 超 音 波 を 出 力 す る と と も に 該 超 音 波 の エ コ ー を 受 波 し 、 受 波 し
た エ コ ー に 対 応 す る エ コ ー 信 号 を 超 音 波 観 測 装 置 ５ に 送 出 す る 。 こ れ と 同 時 に 、 モ ー タ ４
ａ は 、 超 音 波 観 測 装 置 ５ か ら 印 加 さ れ た 駆 動 電 圧 を 用 い て 回 転 駆 動 を 行 う と と も に 、 シ ャ
フ ト ３ ｂ を 介 し て 該 回 転 駆 動 を 超 音 波 振 動 子 ３ ａ に 伝 達 す る 。 こ れ に よ っ て 、 モ ー タ ４ ａ
は 、 シ ャ フ ト ３ ｂ を 駆 動 軸 と し て 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ を 回 転 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ こ で 、 操 作 者 が 、 体 腔 内 に 挿 入 部 ３ を 挿 入 し た 状 態 で 操 作 部 ４ の 電 源 ス イ ッ チ を オ ン
状 態 に し た 場 合 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ は 、 シ ャ フ ト ３ ｂ を 駆 動 軸 と し て 回 転 駆 動 す る と と も
に 、 体 腔 内 に 対 す る 超 音 波 の 出 力 お よ び 該 超 音 波 の エ コ ー の 受 波 を 繰 り 返 す 。 こ の 場 合 、
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超 音 波 振 動 子 ３ ａ は 、 挿 入 部 ３ の 挿 入 軸 方 向 に 垂 直 な 平 面 に つ い て 、 ラ ジ ア ル ス キ ャ ン を
行 い 、 こ れ に よ っ て 、 プ ロ ー ブ ２ は 、 一 回 の ラ ジ ア ル ス キ ャ ン を 達 成 す る 。 そ の 後 、 超 音
波 振 動 子 ３ ａ は 、 操 作 部 ４ の 電 源 ス イ ッ チ が オ フ 状 態 に 切 り 換 え ら れ る ま で 、 こ の ラ ジ ア
ル ス キ ャ ン を 繰 り 返 す と と も に 、 ラ ジ ア ル ス キ ャ ン 毎 に 得 ら れ た エ コ ー 信 号 を 順 次 超 音 波
観 測 装 置 ５ に 送 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 超 音 波 観 測 装 置 ５ は 、 検 波 回 路 、 増 幅 回 路 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 回 路 、 お よ び 座 標 変 換 回 路 等 を
用 い て 構 成 さ れ 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ か ら 順 次 受 信 し た エ コ ー 信 号 に 対 し て 、 包 絡 線 検 波 処
理 、 対 数 増 幅 処 理 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 処 理 、 お よ び 極 座 標 系 か ら 直 交 座 標 系 へ の 座 標 変 換 処 理 等
の 周 知 の 各 処 理 を そ れ ぞ れ 行 い 、 順 次 受 信 し た エ コ ー 信 号 毎 に 一 つ の ２ 次 元 画 像 デ ー タ を
作 成 す る 。 そ の 後 、 超 音 波 観 測 装 置 ５ は 、 作 成 し た ２ 次 元 画 像 デ ー タ を 画 像 処 理 装 置 １ ０
に 順 次 送 出 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 送 信 コ イ ル ６ ａ は 、 挿 入 部 ３ の 体 腔 内 へ の 挿 入 軸 方 向 に 関 す る 第 １ コ イ ル と 該 挿 入 軸 方
向 に 垂 直 な 方 向 に 関 す る 第 ２ コ イ ル と を 用 い て 実 現 さ れ 、 上 述 し た よ う に 、 超 音 波 振 動 子
３ ａ の 近 傍 、 た と え ば 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ か ら ０ ． ５ ～ １ ［ ｃ ｍ ］ 程 度 離 れ た 位 置 に 着 脱
可 能 に 配 置 さ れ 、 さ ら に 、 ケ ー ブ ル 等 を 介 し て 位 置 デ ー タ 算 出 装 置 ７ と 電 気 的 に 接 続 さ れ
る 。 こ の 場 合 、 送 信 コ イ ル ６ ａ は 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ に 対 す る 距 離 お よ び 方 向 が ほ ぼ 一 定
に な る よ う に 固 定 さ れ 、 こ れ に よ っ て 、 第 １ コ イ ル お よ び 第 ２ コ イ ル の 各 位 置 と 各 方 向 と
が 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ に 対 し て ほ ぼ 一 定 に 設 定 さ れ る 。 ま た 、 送 信 コ イ ル ６ ａ は 、 位 置 デ
ー タ 算 出 装 置 ７ が 第 １ コ イ ル お よ び 第 ２ コ イ ル に 電 流 を 供 給 し た 場 合 、 送 信 コ イ ル ６ ａ の
周 囲 空 間 に 磁 場 を 発 生 さ せ る 。 な お 、 送 信 コ イ ル ６ ａ は 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ の 近 傍 に 配 置
さ れ る 場 合 、 挿 入 部 ３ の 外 壁 に 着 脱 可 能 に 配 置 さ れ て も よ い が 、 挿 入 部 ３ 内 部 に 着 脱 可 能
に 挿 入 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 受 信 ア ン テ ナ ６ ｂ は 、 複 数 の コ イ ル を 用 い て 実 現 さ れ 、 送 信 コ イ ル ６ ａ が 発 生 さ せ た 磁
場 を 感 知 す る と と も に 該 磁 場 を 電 流 に 変 換 し 、 そ の 後 、 こ の 電 流 に 対 応 す る 電 気 的 な 信 号
（ 磁 場 信 号 ） を 位 置 デ ー タ 算 出 装 置 ７ に 送 出 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 位 置 デ ー タ 算 出 装 置 ７ は 、 操 作 者 が 位 置 デ ー タ 算 出 装 置 ７ に 設 け ら れ た 電 源 ス イ ッ チ （
図 示 せ ず ） を オ ン 状 態 に し た 場 合 、 ケ ー ブ ル 等 を 介 し て 送 信 コ イ ル ６ ａ に 電 流 を 供 給 す る
と と も に 、 受 信 ア ン テ ナ ６ ｂ が 送 出 し た 磁 場 信 号 を 受 信 す る 。 さ ら に 、 位 置 デ ー タ 算 出 装
置 ７ は 、 受 信 ア ン テ ナ ６ ｂ か ら 順 次 受 信 し た 磁 場 信 号 を も と に 、 送 信 コ イ ル ６ ａ の 位 置 ベ
ク ト ル ｒ 、 単 位 長 の 軸 方 向 ベ ク ト ル Ｖ a 、 お よ び 単 位 長 の 面 平 行 ベ ク ト ル Ｖ b を 算 出 し 、 得
ら れ た 位 置 ベ ク ト ル ｒ 、 軸 方 向 ベ ク ト ル Ｖ a 、 お よ び 面 平 行 ベ ク ト ル Ｖ b を 送 信 コ イ ル ６ ａ
に 関 す る 位 置 デ ー タ と し て 画 像 処 理 装 置 １ ０ に 順 次 送 出 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ こ で 、 位 置 デ ー タ 算 出 装 置 ７ に は 、 所 定 位 置 、 た と え ば 受 信 ア ン テ ナ ６ ｂ の 中 心 位 置
を 原 点 Ｏ と し 、 ｘ 軸 、 ｙ 軸 、 お よ び ｚ 軸 か ら な る 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ が 予 め 設 定 さ れ 、 位 置
ベ ク ト ル ｒ は 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ 上 に お け る 送 信 コ イ ル ６ ａ の 位 置 を 決 定 す る ベ ク ト ル で
あ る 。 な お 、 位 置 ベ ク ト ル ｒ は 、 送 信 コ イ ル ６ ａ が 超 音 波 振 動 子 ３ ａ の 近 傍 に 配 置 さ れ て
い る こ と に 起 因 し 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ の 回 転 駆 動 の 中 心 位 置 を 決 定 す る ベ ク ト ル と し て 近
似 で き る 。 一 方 、 軸 方 向 ベ ク ト ル Ｖ a は 、 送 信 コ イ ル ６ ａ の 第 １ コ イ ル か ら 出 力 さ れ た 磁
場 に 対 応 す る 磁 場 信 号 を も と に 算 出 さ れ 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ 上 の ベ ク ト ル で あ っ て 、 挿 入
部 ３ の 体 腔 内 へ の 挿 入 軸 方 向 を 示 す 単 位 長 の 方 向 ベ ク ト ル で あ る 。 し た が っ て 、 軸 方 向 ベ
ク ト ル Ｖ a は 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ が ラ ジ ア ル ス キ ャ ン を 行 う 体 腔 内 の 平 面 に 垂 直 な 方 向 を
示 す 。 ま た 、 面 平 行 ベ ク ト ル Ｖ b は 、 送 信 コ イ ル ６ ａ の 第 ２ コ イ ル か ら 出 力 さ れ た 磁 場 に
対 応 す る 磁 場 信 号 を も と に 算 出 さ れ 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ 上 の ベ ク ト ル で あ っ て 、 こ の 挿 入
軸 方 向 に 垂 直 な 所 定 方 向 を 示 す 単 位 長 の 方 向 ベ ク ト ル で あ る 。 し た が っ て 、 面 平 行 ベ ク ト
ル Ｖ b は 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ が ラ ジ ア ル ス キ ャ ン を 行 う 体 腔 内 の 平 面 に 平 行 で あ る 所 定 方
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向 を 示 す 。 な お 、 面 平 行 ベ ク ト ル Ｖ b に よ っ て 示 さ れ る 所 定 方 向 は 、 軸 方 向 ベ ク ト ル Ｖ a に
よ っ て 示 さ れ る 垂 直 方 向 に 対 し て 常 時 一 定 方 向 に 設 定 さ れ る 。 こ の こ と は 、 第 １ コ イ ル お
よ び 第 ２ コ イ ル の 各 位 置 と 各 方 向 と が 、 上 述 し た よ う に 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ に 対 し て ほ ぼ
一 定 に 設 定 さ れ る こ と に 起 因 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 入 力 装 置 ８ は 、 キ ー ボ ー ド 、 タ ッ チ パ ネ ル 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル 、 マ ウ ス 、 ま た は ジ ョ イ ス
テ ィ ッ ク 等 を 用 い て ま た は こ れ ら の 組 み 合 わ せ に よ っ て 実 現 さ れ 、 超 音 波 観 測 装 置 ５ に よ
っ て 作 成 さ れ た ２ 次 元 画 像 デ ー タ 上 に 指 定 さ れ る 点 （ 指 定 点 ） の 座 標 情 報 に 関 す る 指 定 点
情 報 、 後 述 す る 基 準 切 断 面 の 所 望 の 回 転 角 度 を 指 定 す る 角 度 情 報 、 ま た は モ ニ タ ９ に 対 す
る 画 面 表 示 処 理 に 関 す る 指 示 情 報 等 を 画 像 処 理 装 置 １ ０ に 入 力 す る 。 た と え ば 、 キ ー ボ ー
ド ま た は タ ッ チ パ ネ ル を 用 い る 場 合 に は 、 各 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に お い て 、 指 定 点 情 報 ま
た は 角 度 情 報 に 対 応 す る 数 値 を 入 力 し ま た は 選 択 し 、 あ る い は 、 モ ニ タ ９ ま た は タ ッ チ パ
ネ ル に 画 面 表 示 さ れ た 座 標 位 置 を 直 接 入 力 す る こ と に よ っ て 、 指 定 点 情 報 ま た は 角 度 情 報
の 入 力 が 行 わ れ る 。 一 方 、 ト ラ ッ ク ボ ー ル 、 マ ウ ス 、 ま た は ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク を 用 い る 場
合 に は 、 各 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に お い て 、 指 定 点 情 報 に 対 応 す る 数 値 を 選 択 し 、 あ る い は
モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た 座 標 位 置 を 直 接 入 力 す る こ と に よ っ て 、 指 定 点 情 報 の 入 力 が 行
わ れ 、 ま た 、 角 度 情 報 に 対 応 す る 数 値 を 選 択 し 、 あ る い は モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た カ ー
ソ ル 等 を マ ウ ス を 押 し 下 げ な が ら 所 定 方 向 に 移 動 さ せ る 操 作 （ 以 下 、 ド ラ ッ グ 操 作 ） を 行
う こ と に よ っ て 、 角 度 情 報 の 入 力 が 行 わ れ る 。 た と え ば 、 操 作 者 が こ の ド ラ ッ グ 操 作 を 行
い 、 カ ー ソ ル が 画 面 の 上 方 向 に 移 動 し た 場 合 に 基 準 切 断 面 を 正 方 向 に 回 転 す る 角 度 情 報 が
入 力 さ れ 、 カ ー ソ ル が 画 面 の 下 方 向 に 移 動 し た 場 合 に 基 準 切 断 面 を 負 方 向 に 回 転 す る 角 度
情 報 が 入 力 さ れ る 。 あ る い は 、 カ ー ソ ル が 画 面 の 右 方 向 に 移 動 し た 場 合 に 基 準 切 断 面 を 正
方 向 に 回 転 す る 角 度 情 報 が 入 力 さ れ 、 カ ー ソ ル が 画 面 の 左 方 向 に 移 動 し た 場 合 に 基 準 切 断
面 を 負 方 向 に 回 転 す る 角 度 情 報 が 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 画 像 処 理 装 置 １ ０ は 、 Ｒ Ａ Ｍ 、 Ｒ Ｏ Ｍ 、 ま た は ハ ー ド デ ィ ス ク 等 の 各 種 記 憶 媒 体 と Ｃ Ｐ
Ｕ と を 備 え た 周 知 の コ ン ピ ュ ー タ を 用 い て 実 現 さ れ 、 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ と 表 示 回 路 １
２ と 制 御 部 １ ３ と を 有 す る 。 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ は 、 Ｒ Ａ Ｍ 、 Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ 、 ま た は フ
ラ ッ シ ュ メ モ リ 等 の 各 種 Ｉ Ｃ メ モ リ 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ 、 あ る い は 光 磁 気 デ ィ ス ク
ド ラ イ ブ 等 の デ ー タ の 書 き 込 み お よ び 読 み 出 し が 可 能 な 各 種 記 憶 装 置 を 用 い て 実 現 さ れ る
。 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ は 、 制 御 部 １ ３ の 制 御 の も と 、 制 御 部 １ ３ か ら 送 出 さ れ た ２ 次 元
画 像 デ ー タ ま た は ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 記 憶 す る 。 ま た 、 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ は 、 制 御 部
１ ３ が 後 述 す る ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ ま た は ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 作 成 し た 場 合 、
制 御 部 １ ３ の 制 御 の も と 、 制 御 部 １ ３ か ら 送 出 さ れ た ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ ま た は ３ 次
元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 断 層 像 デ ー タ と し て 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 制 御 部 １ ３ は 、 処 理 プ ロ グ ラ ム 等 の 各 種 デ ー タ が 記 憶 さ れ た Ｒ Ｏ Ｍ 、 各 演 算 パ ラ メ ー タ
を 記 憶 す る Ｒ Ａ Ｍ 、 お よ び 該 Ｒ Ｏ Ｍ に 記 憶 さ れ た 処 理 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ 等 を 用
い て 実 現 さ れ 、 記 憶 部 １ ３ ａ 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ 、 お よ び 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ を 有
す る 。 記 憶 部 １ ３ ａ は 、 こ の Ｒ Ｏ Ｍ お よ び Ｒ Ａ Ｍ を 用 い て 構 成 さ れ 、 こ の 処 理 プ ロ グ ラ ム
や 演 算 パ ラ メ ー タ の 他 に 、 制 御 部 １ ３ が 位 置 デ ー タ 算 出 装 置 ７ か ら 順 次 受 信 し た 位 置 デ ー
タ を 記 憶 す る 。 制 御 部 １ ３ に は 、 上 述 し た 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ と 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ 上 の 点
で あ っ て 、 後 述 す る 基 準 切 断 面 に 含 ま れ る 基 準 設 定 点 ま た は 該 基 準 切 断 面 の 垂 直 方 向 を 決
定 す る 基 準 法 線 ベ ク ト ル と が 予 め 設 定 さ れ 、 記 憶 部 １ ３ ａ は 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ と 基 準 設
定 点 ま た は 基 準 法 線 ベ ク ト ル と に 関 す る デ ー タ を 基 準 設 定 デ ー タ と し て 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ま た 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ が ｎ 回 （ ｎ ＝ １ ， ２ ， ３ ， … ） の ラ ジ ア ル ス キ ャ ン に よ っ て 得
ら れ た ｎ 個 の エ コ ー 信 号 を 超 音 波 観 測 装 置 ５ に 順 次 送 出 し た 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 超 音 波
観 測 装 置 ５ が ｎ 個 の エ コ ー 信 号 を も と に ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ を そ れ ぞ れ 作 成 し た 各 タ
イ ミ ン グ を 把 握 す る と と も に 、 位 置 デ ー タ 算 出 装 置 ７ か ら 順 次 受 信 し た 位 置 デ ー タ を 該 タ
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イ ミ ン グ 毎 に 把 握 す る 。 そ の 後 、 制 御 部 １ ３ は 、 超 音 波 観 測 装 置 ５ か ら ｎ 個 の ２ 次 元 画 像
デ ー タ を 順 次 受 信 す る と と も に 、 該 ２ 次 元 画 像 デ ー タ 毎 に 、 こ の タ イ ミ ン グ に お い て 作 成
さ れ た ２ 次 元 画 像 デ ー タ と 該 タ イ ミ ン グ に お い て 受 信 し た 位 置 デ ー タ と の 対 応 付 け を 行 う
。 こ れ に よ っ て 、 制 御 部 １ ３ は 、 ラ ジ ア ル ス キ ャ ン が 行 わ れ た 位 置 に 対 応 す る 位 置 デ ー タ
と 、 こ の ラ ジ ア ル ス キ ャ ン に よ る エ コ ー 信 号 を も と に 作 成 さ れ た ２ 次 元 画 像 デ ー タ と の 対
応 付 け を 確 実 に 行 う 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ２ は 、 制 御 部 １ ３ が 超 音 波 観 測 装 置 ５ か ら ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ を 順 次 受 信 し た 場
合 に 、 制 御 部 １ ３ に よ っ て 位 置 デ ー タ と の 対 応 付 け が 行 わ れ た ｎ 個 目 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ
を 例 示 す る 図 で あ る 。 な お 、 以 下 で は 、 操 作 者 が 、 被 検 体 の 十 二 指 腸 内 に 挿 入 部 ３ を 挿 入
し 、 そ の 後 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ に よ る ラ ジ ア ル ス キ ャ ン を 行 う と と も に 挿 入 部 ３ を 挿 入 軸
方 向 に 徐 々 に 手 引 き し 、 こ れ に よ っ て 、 こ の 十 二 指 腸 内 を ３ 次 元 的 に ラ ジ ア ル ス キ ャ ン す
る ３ 次 元 走 査 が 行 わ れ た 場 合 に つ い て 説 明 す る が 、 こ の こ と は 、 こ の 発 明 を 限 定 す る も の
で は な い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 こ の ｎ 個 目 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ n に は 、 十 二 指 腸 の 横 断 面 で あ る
十 二 指 腸 像 Ｅ ｎ と 膵 管 の 横 断 面 で あ る 膵 管 像 Ｆ ｎ が 含 ま れ て い る 。 制 御 部 １ ３ は 、 上 述 し
た よ う に 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ n と ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ n が 作 成 さ れ た タ イ ミ ン グ で 受 信 し
た 位 置 デ ー タ と の 対 応 付 け を 行 う 。 こ の 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ n に 対
応 す る 平 面 の 法 線 ベ ク ト ル と し て 軸 方 向 ベ ク ト ル Ｖ a n を 設 定 し 、 こ の 平 面 に 平 行 で あ っ て
、 軸 方 向 ベ ク ト ル Ｖ a n に 対 し て 所 定 方 向 、 た と え ば 、 こ の 平 面 に お け る １ ２ 時 方 向 を 示 す
方 向 ベ ク ト ル と し て 面 平 行 ベ ク ト ル Ｖ b n を 設 定 す る 。 ま た 、 制 御 部 １ ３ は 、 ２ 次 元 画 像 デ
ー タ Ｄ n の 画 像 中 心 Ｃ n を 示 す 位 置 ベ ク ト ル と し て 位 置 ベ ク ト ル ｒ n を 設 定 す る 。 こ れ に よ
っ て 、 制 御 部 １ ３ は 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ n に 対 し て 、 画 像 中 心 Ｃ n を 原 点 と し 、 面 平 行 ベ
ク ト ル Ｖ b n に 平 行 な 軸 と 外 積 ベ ク ト ル （ Ｖ b n × Ｖ a n ） に 平 行 な 軸 と に よ る 直 交 座 標 を 設 定
で き る 。 な お 、 外 積 ベ ク ト ル （ Ｖ b n × Ｖ a n ） は 、 面 平 行 ベ ク ト ル Ｖ b n と 軸 方 向 ベ ク ト ル Ｖ

a n と の 外 積 に よ っ て 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 制 御 部 １ ３ は 、 超 音 波 観 測 装 置 ５ か ら 順 次 受 信 し た （ ｎ － １ ） 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ

1 ， Ｄ 2 ， … ， Ｄ n - 1 に つ い て も 、 上 述 し た ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ n の 場 合 と 同 様 に 位 置 デ ー タ
の 対 応 付 け を 行 う 。 こ れ に よ っ て 、 ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ 1 ， Ｄ 2 ， … ， Ｄ n に は 、 軸
方 向 ベ ク ト ル Ｖ a 1 ， Ｖ a 2 ， … ， Ｖ a n と 、 面 平 行 ベ ク ト ル Ｖ b 1 ， Ｖ b 2 ， … ， Ｖ b n と 、 位 置 ベ
ク ト ル ｒ 1 ， ｒ 2 ， … ， ｒ n と が そ れ ぞ れ 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ３ は 、 制 御 部 １ ３ が 、 位 置 デ ー タ と の 対 応 付 け が 行 わ れ た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ を
空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ に 配 列 す る 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 制 御 部 １ ３ は
、 ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ 1 ， Ｄ 2 ， … ， Ｄ n と 位 置 デ ー タ と の 対 応 付 け を そ れ ぞ れ 行 っ
た 場 合 、 記 憶 部 １ ３ ａ か ら 読 み 取 っ た 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ と 各 ２ 次 元 画 像 デ ー タ に 対 応 付 け
ら れ た 位 置 デ ー タ と を も と に 、 こ の ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ 1 ， Ｄ 2 ， … ， Ｄ n を 空 間 座
標 系 ｘ ｙ ｚ に 配 列 す る 。 こ こ で 、 こ の 位 置 デ ー タ を 構 成 す る 軸 方 向 ベ ク ト ル Ｖ a 1 ， Ｖ a 2 ，
… ， Ｖ a n 、 面 平 行 ベ ク ト ル Ｖ b 1 ， Ｖ b 2 ， … ， Ｖ b n 、 お よ び 位 置 ベ ク ト ル ｒ 1 ， ｒ 2 ， … ， ｒ

n は 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ に 配 列 さ れ る ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ 1 ， Ｄ 2 ， … ， Ｄ n の 各 位 置 と 各 方
向 を 決 定 す る の で 、 制 御 部 １ ３ は 、 超 音 波 振 動 子 ３ ａ が ３ 次 元 的 に ラ ジ ア ル ス キ ャ ン を 行
っ た 実 際 の 位 置 関 係 と ほ ぼ 同 じ に な る よ う に 、 ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ 1 ， Ｄ 2 ， … ， Ｄ

n を 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ に 配 列 で き る 。 そ の 後 、 制 御 部 １ ３ は 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ に お け る
配 列 関 係 が 設 定 さ れ た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ 1 ， Ｄ 2 ， … ， Ｄ n を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １
１ に 記 憶 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ４ は 、 制 御 部 １ ３ が 、 位 置 デ ー タ と の 対 応 付 け が 行 わ れ た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ を
用 い て ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 作 成 し て か ら 、 該 ３ 次 元 画 像 デ ー タ に お け る 所 望 の ３ 次 元 指 定
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断 層 像 を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る ま で の 各 処 理 工 程 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
図 ４ に お い て 、 制 御 部 １ ３ が 超 音 波 観 測 装 置 ５ か ら ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ を 順 次 受 信 す
る と と も に 位 置 デ ー タ 算 出 装 置 ７ か ら 位 置 デ ー タ を 順 次 受 信 し た 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 上
述 し た よ う に 、 受 信 し た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ と 位 置 デ ー タ と の 対 応 付 け を 行 う と と も
に 、 こ の 位 置 デ ー タ が 対 応 付 け ら れ た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ に 対 し て 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ
ｚ に お け る 配 列 関 係 を 設 定 す る 。 そ の 後 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ は 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ
に お け る 配 列 関 係 が 設 定 さ れ た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ に 対 し 、 各 ２ 次 元 画 像 デ ー タ 間 の
補 間 お よ び 重 複 部 分 の 平 均 化 等 の 公 知 の 画 像 処 理 を 行 っ て 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ 上 の 画 像 デ
ー タ で あ る ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 作 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ） 。 こ の ３ 次 元 画 像 デ ー タ は
、 各 軸 方 向 ベ ク ト ル Ｖ a 1 ， Ｖ a 2 ， … ， Ｖ a n に 垂 直 な 平 面 の 断 層 像 デ ー タ と し て 、 ｎ 個 の ２
次 元 画 像 デ ー タ Ｄ 1 ， Ｄ 2 ， … ， Ｄ n を 有 し 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ 上 の ３ 次 元 座 標 に 対 応 す る
多 数 の セ ル （ ボ ク セ ル ） に よ っ て 構 成 さ れ る 。 な お 、 各 ボ ク セ ル に は 、 輝 度 値 に 対 応 す る
画 像 デ ー タ 値 が 設 定 さ れ る 。 そ の 後 、 制 御 部 １ ３ は 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ が 作 成 し た
３ 次 元 画 像 デ ー タ を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ に 記 憶 さ せ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 つ ぎ に 、 制 御 部 １ ３ は 、 入 力 装 置 ８ か ら 入 力 さ れ た 画 面 表 示 処 理 に 関 す る 指 示 情 報 の も
と 、 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ か ら 所 望 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ を 読 み 出 す と と も に 、 表 示 回 路 １
２ を 介 し て 、 こ の ２ 次 元 画 像 デ ー タ を モ ニ タ ９ に 送 出 す る 。 こ の 場 合 、 表 示 回 路 １ ２ は 、
こ の ２ 次 元 画 像 デ ー タ に 対 し て Ｄ ／ Ａ 変 換 等 の 各 処 理 を 行 い 、 モ ニ タ ９ は 、 こ の ２ 次 元 画
像 デ ー タ に 対 応 す る ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を 画 面 表 示 す る 。 操 作 者 は 、 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像
が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た 場 合 、 入 力 装 置 ８ を 操 作 し て 、 た と え ば 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表
示 さ れ た カ ー ソ ル 等 を 用 い て ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 の 所 望 位 置 を 指 定 し 、 こ の 所 望 位 置 に
対 応 す る 指 定 点 情 報 を 入 力 す る 。 制 御 部 １ ３ は 、 入 力 装 置 ８ か ら 入 力 さ れ た 指 定 点 情 報 を
も と に 、 こ の ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 に 対 応 す る ２ 次 元 画 像 デ ー タ 上 に 指 定 点 を 設 定 す る 。 操
作 者 は 、 こ の 指 定 点 情 報 の 入 力 動 作 を 少 な く と も ２ 回 行 い 、 こ れ に よ っ て 、 制 御 部 １ ３ は
、 ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ 1 ， Ｄ 2 ， … ， Ｄ n 上 に 、 入 力 さ れ た 各 指 定 点 情 報 に 対 応 す る
少 な く と も 二 つ の 指 定 点 を 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ） 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 制 御 部 １ ３ が ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ 1 ， Ｄ 2 ， … ， Ｄ n 上 に 少 な く と も 二 つ の 指 定 点
を 設 定 し た 場 合 、 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ は 、 設 定 さ れ た 二 つ の 指 定 点 を 通 過 す る 直 線 を 演 算
出 力 す る と と も に 、 こ の 二 つ の 指 定 点 と 記 憶 部 １ ３ ａ か ら 読 み 出 さ れ た 基 準 設 定 点 と を 含
む 平 面 を 演 算 出 力 す る 。 な お 、 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ は 、 こ の 二 つ の 指 定 点 が 含 ま れ 、 か つ
、 記 憶 部 １ ３ ａ か ら 読 み 出 さ れ た 基 準 法 線 ベ ク ト ル を 有 す る 平 面 を 演 算 出 力 し て も よ い 。
制 御 部 １ ３ は 、 こ の 平 面 を 回 転 基 準 平 面 で あ る 基 準 切 断 面 と し て 設 定 す る と と も に 、 こ の
直 線 を 該 基 準 切 断 面 の 回 転 軸 と し て 設 定 す る 。 そ の 後 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ は 、 制 御
部 １ ３ が 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ か ら 読 み 出 し た ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 用 い て 、 こ の 基 準 切 断
面 の ２ 次 元 断 層 像 デ ー タ を 含 む ３ 次 元 的 な 断 層 像 デ ー タ （ ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ ） を 作
成 す る 。 制 御 部 １ ３ は 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ が 作 成 し た ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ を 画
像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ に 記 憶 す る と と も に 、 表 示 回 路 １ ２ を 介 し て 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像
デ ー タ を モ ニ タ ９ に 送 出 す る 。 こ れ に よ っ て 、 制 御 部 １ ３ は 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー
タ に 対 応 す る ３ 次 元 基 準 断 層 像 を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 基 準 断 層 像 を 観 察 し 、 所 望 の 関 心 領 域 が モ
ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い る か 否 か を 確 認 す る 。 所 望 の 関 心 領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ
れ て い な い 場 合 、 操 作 者 は 、 入 力 装 置 ８ を 操 作 し て 、 制 御 部 １ ３ を 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状
態 に 切 り 換 え る 。 た と え ば 、 操 作 者 が 、 マ ウ ス を 用 い て カ ー ソ ル を 画 面 上 の 所 定 位 置 に 移
動 さ せ 、 そ の 後 、 マ ウ ス の ボ タ ン を 押 し た 場 合 に 、 制 御 部 １ ３ は 、 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状
態 に 切 り 換 え ら れ る 。 制 御 部 １ ３ が 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え ら れ （ ス テ ッ プ Ｓ
１ ０ ４ ， Ｙ ｅ ｓ ） 、 操 作 者 が 、 ド ラ ッ グ 操 作 等 を 行 っ て 、 入 力 装 置 ８ か ら 角 度 情 報 を 入 力
し た 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 入 力 装 置 ８ か ら 入 力 さ れ た 角 度 情 報 を 受 け 付 け る 。 つ ぎ に 、 切
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断 面 演 算 部 １ ３ ｃ は 、 入 力 装 置 ８ か ら 入 力 さ れ た 角 度 情 報 に 対 応 す る 角 度 と 上 述 し た 指 定
点 情 報 と を も と に 、 基 準 切 断 面 が 該 角 度 だ け 回 転 し た 平 面 を 演 算 出 力 し 、 制 御 部 １ ３ は 、
こ の 平 面 を 指 定 切 断 面 と し て 設 定 す る 。 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ は 、 制 御 部 １ ３ が 画 像 デ
ー タ 記 憶 部 １ １ か ら 読 み 出 し た ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 用 い て 、 こ の 指 定 切 断 面 の ２ 次 元 断 層
像 デ ー タ を 含 む ３ 次 元 的 な 断 層 像 デ ー タ （ ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ ） を 作 成 す る 。 制 御 部
１ ３ は 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ が 作 成 し た ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 画 像 デ ー タ 記 憶 部
１ １ に 記 憶 す る と と も に 、 表 示 回 路 １ ２ を 介 し て 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を モ ニ タ
９ に 送 出 す る 。 こ れ に よ っ て 、 制 御 部 １ ３ は 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ に 対 応 す る ３
次 元 指 定 断 層 像 を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ ） 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 そ の 後 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 観 察 し 、 所 望 の 関 心
領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い る か 否 か を 確 認 す る 。 所 望 の 関 心 領 域 が モ ニ タ ９ に 画
面 表 示 さ れ て い な い 場 合 、 操 作 者 は 、 上 述 し た ３ 次 元 基 準 断 層 像 の 場 合 と 同 様 に 、 入 力 装
置 ８ を 操 作 し て 、 制 御 部 １ ３ を 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え る 。 制 御 部 １ ３ が 角 度
情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え ら れ （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ， Ｙ ｅ ｓ ） 、 操 作 者 が 、 ド ラ ッ グ
操 作 等 を 行 っ て 、 入 力 装 置 ８ か ら 角 度 情 報 を 入 力 し た 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 入 力 装 置 ８ か
ら 入 力 さ れ た 角 度 情 報 を 受 け 付 け る と と も に 、 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ 以 降 の 処 理 工 程 を 繰 り 返
す 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 一 方 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 基 準 断 層 像 を 観 察 し て 、 所 望 の 関 心
領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い る こ と を 確 認 し た 場 合 、 制 御 部 １ ３ を 角 度 情 報 の 入 力
受 付 状 態 に 切 り 換 え る 操 作 を 行 わ な い 。 こ の 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状
態 で は な く （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ ， Ｎ ｏ ） 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 の 基 準 切 断 面 を 回 転 さ せ
な い の で 、 モ ニ タ ９ は 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 が 画 面 表 示 さ れ た 状 態 を 維 持 す る 。 こ れ に
よ っ て 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た 所 望 の 関 心 領 域 を 観 察 す る こ と が で き 、 被
検 体 に 対 す る 超 音 波 診 断 を 達 成 で き る 。 ま た 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次
元 指 定 断 層 像 を 観 察 し て 、 所 望 の 関 心 領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い る こ と を 確 認 し
た 場 合 、 上 述 し た ３ 次 元 基 準 断 層 像 の 場 合 と 同 様 に 、 制 御 部 １ ３ を 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状
態 に 切 り 換 え る 操 作 を 行 わ な い 。 こ の 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態 で は
な く （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ， Ｎ ｏ ） 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 の 指 定 切 断 面 を 回 転 さ せ な い の
で 、 モ ニ タ ９ は 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 が 画 面 表 示 さ れ た 状 態 を 維 持 す る 。 こ れ に よ っ て
、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た 所 望 の 関 心 領 域 を 観 察 す る こ と が で き 、 被 検 体 に
対 す る 超 音 波 診 断 を 達 成 で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 こ こ で 、 制 御 部 １ ３ が ２ 次 元 画 像 デ ー タ 上 に 二 つ の 指 定 点 を 設 定 し た 場 合 に 、 切 断 面 演
算 部 １ ３ ｃ が 、 二 つ の 指 定 点 を 通 過 す る 直 線 と 、 二 つ の 指 定 点 と 予 め 設 定 さ れ た 基 準 設 定
点 と を 含 む 基 準 切 断 面 と を 演 算 出 力 す る 処 理 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ５ は 、 ２ 次 元 画
像 デ ー タ 上 に 設 定 さ れ た 二 つ の 指 定 点 を 通 過 す る 直 線 と 基 準 切 断 面 と の 設 定 を 説 明 す る 図
で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 制 御 部 １ ３ は 、 入 力 装 置 ８ か ら 入 力 さ れ た 指 定 点 情 報 を も と
に 、 ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ に 含 ま れ る ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 ， Ｄ m 2 上 に 、 指 定 点 Ｐ 1 ，
Ｐ 2 を そ れ ぞ れ 設 定 し て い る 。 な お 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 は 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ に 配 列
さ れ た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ の ｍ １ 個 目 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ で あ り 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ
Ｄ m 2 は 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ に 配 列 さ れ た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ の ｍ ２ 個 目 の ２ 次 元 画 像
デ ー タ で あ る 。 こ の 場 合 、 整 数 ｍ １ ， ｍ ２ は 、 整 数 ｎ 以 下 の 正 の 整 数 で あ り 、 整 数 ｍ １ は
整 数 ｍ ２ よ り 小 さ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ は 、 指 定 点 Ｐ 1 の 座 標 情 報 と 指 定 点 Ｐ 2 の 座 標 情 報 と を も と に 、 指 定
点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 を 通 過 す る 直 線 Ｌ を 演 算 出 力 す る 。 ま た 、 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ は 、 指 定 点 Ｐ 1

， Ｐ 2 の 各 座 標 情 報 と 予 め 設 定 さ れ た 基 準 設 定 点 （ 図 示 し な い ） の 座 標 情 報 と を も と に 、
指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 お よ び 基 準 設 定 点 を 含 む 平 面 を 演 算 出 力 す る 。 こ の 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、
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図 ５ に 示 す よ う に 、 こ の 平 面 を 基 準 切 断 面 Ｈ 0 と し て 設 定 す る と と も に 、 直 線 Ｌ を 基 準 切
断 面 Ｈ 0 の 回 転 軸 と し て 設 定 す る 。 す な わ ち 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 は 、 直 線 Ｌ を 回 転 軸 と し て 含
み 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ に お い て 作 成 さ れ た ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 切 断 す る 切 断 面 の
回 転 基 準 面 で あ る 。 し た が っ て 、 制 御 部 １ ３ が 入 力 装 置 ８ か ら 入 力 さ れ た 角 度 情 報 を 受 け
付 け た 場 合 、 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ は 、 こ の 角 度 情 報 に 対 応 す る 角 度 θ を 用 い て 、 基 準 切 断
面 Ｈ 0 を 角 度 θ だ け 回 転 さ せ た 平 面 を 演 算 出 力 し 、 制 御 部 １ ３ は 、 こ の 平 面 を 指 定 切 断 面
Ｈ と し て 設 定 す る 。 な お 、 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ は 、 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 の 各 座 標 情 報 と 予 め 設
定 さ れ た 基 準 法 線 ベ ク ト ル （ 図 示 し な い ） と を も と に 、 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 を 含 む 平 面 を 演 算
出 力 し て も よ く 、 こ の 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 上 述 し た 基 準 設 定 点 を 用 い た 場 合 と 同 様 に 、
基 準 切 断 面 Ｈ 0 を 設 定 で き る 。 な お 、 基 準 設 定 点 、 基 準 法 線 ベ ク ト ル 、 お よ び 基 準 切 断 面
Ｈ 0 の 設 定 方 法 の 詳 細 は 、 後 述 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 つ ぎ に 、 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ が 、 制 御 部 １ ３ に 入 力 さ れ た 角 度 情 報 に 対 応 す る 角 度 θ を
用 い て 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 を 角 度 θ だ け 回 転 さ せ た 平 面 、 す な わ ち 指 定 切 断 面 Ｈ を 演 算 出 力
す る 処 理 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ６ は 、 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ が 、 直 線 Ｌ を 回 転 軸 と し
て 基 準 切 断 面 Ｈ 0 か ら 角 度 θ だ け 回 転 し た 指 定 切 断 面 Ｈ を 演 算 出 力 す る 処 理 を 説 明 す る 図
で あ る 。 図 ６ に 示 す よ う に 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 は 、 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 と 基 準 設 定 点 と を 用 い て
、 ま た は 基 準 法 線 ベ ク ト ル を 用 い て 決 定 さ れ る 単 位 法 線 ベ ク ト ル ｅ 0 を 有 す る 。 ま た 、 指
定 切 断 面 Ｈ は 、 直 線 Ｌ を 回 転 軸 と し て 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 を 角 度 θ だ け 回 転 し た 平 面 で あ る
た め 、 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ は 、 直 線 Ｌ を 回 転 軸 と し て 、 単 位 法 線 ベ ク ト ル ｅ 0 を 角 度 θ だ
け 回 転 し て 得 ら れ る 単 位 法 線 ベ ク ト ル ｅ と 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 と を 用 い れ ば 、 指 定 切 断 面 Ｈ を
演 算 出 力 で き る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ こ で 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 点 Ｐ 3 が 、 指 定 点 Ｐ 1 と 指 定 点 Ｐ 2 と を 結 ぶ 線 分 の 中 点 と し
て 仮 定 さ れ 、 基 準 設 定 点 Ｑ 0 が 、 直 線 Ｌ に 垂 直 で あ っ て 、 点 Ｐ 3 と 基 準 設 定 点 Ｑ 0 と を 結 ぶ
単 位 長 の 線 分 を 構 成 す る 基 準 切 断 面 Ｈ 0 上 の 点 と し て 仮 定 さ れ 、 さ ら に 、 点 Ｑ が 、 直 線 Ｌ
を 回 転 軸 と し て 基 準 設 定 点 Ｑ 0 を 角 度 θ だ け 回 転 し て 得 ら れ る 指 定 切 断 面 Ｈ 上 の 点 と し て
仮 定 さ れ た 場 合 、 指 定 切 断 面 Ｈ の 単 位 法 線 ベ ク ト ル ｅ は 、 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 の 各 位 置 ベ ク ト
ル Ｏ Ｐ 1 ， Ｏ Ｐ 2 と 点 Ｑ の 位 置 ベ ク ト ル Ｏ Ｑ と を 用 い て 、 次 式 （ １ ） に よ っ て 求 め ら れ る 。
　 　 ｅ ＝ （ Ｏ Ｐ 2 － Ｏ Ｐ 1 ） × （ Ｏ Ｑ － Ｏ Ｐ 1 ）
　 　 　 　 ／ ｜ （ Ｏ Ｐ 2 － Ｏ Ｐ 1 ） × （ Ｏ Ｑ － Ｏ Ｐ 1 ） ｜ 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ １ ）
ま た 、 点 Ｐ 3 は 、 指 定 点 Ｐ 1 と 指 定 点 Ｐ 2 と を 結 ぶ 線 分 の 中 点 と し て 仮 定 さ れ て い る の で 、
点 Ｐ 3 の 位 置 ベ ク ト ル Ｏ Ｐ 3 は 、 次 式 （ ２ ） に よ っ て 求 め ら れ る 。
　 　 Ｏ Ｐ 3 ＝ （ Ｏ Ｐ 1 ＋ Ｏ Ｐ 2 ） ／ ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ２ ）
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま た 、 ベ ク ト ル Ｐ 1 Ｐ 2 の 単 位 ベ ク ト ル ｔ が 仮 定 さ れ た 場 合 、 単 位 ベ ク ト ル ｔ は 、 次 式 （
３ ） に よ っ て 求 め ら れ る 。
　 　 ｔ ＝ （ Ｏ Ｐ 2 － Ｏ Ｐ 1 ） ／ ｜ Ｏ Ｐ 2 － Ｏ Ｐ 1 ｜ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ３ ）
こ の 場 合 、 ベ ク ト ル Ｐ 3 Ｑ は 、 位 置 ベ ク ト ル Ｏ Ｐ 1 ， Ｏ Ｐ 2 と 単 位 ベ ク ト ル ｔ と 角 度 θ と を
用 い て 、 次 式 （ ４ ） に よ っ て 求 め ら れ る 。
　 　 Ｐ 3 Ｑ ＝ ｛ （ Ｏ Ｐ 1 × Ｏ Ｐ 2 ） ／ ｜ Ｏ Ｐ 1 × Ｏ Ｐ 2 ｜ ｝ ｃ ｏ ｓ θ
　 　 　 　 　 　 ＋ ｛ ｔ × （ Ｏ Ｐ 1 × Ｏ Ｐ 2 ） ／ ｜ ｔ × （ Ｏ Ｐ 1 × Ｏ Ｐ 2 ） ｜ ｝ ｓ ｉ ｎ θ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ４ ）
し た が っ て 、 位 置 ベ ク ト ル Ｏ Ｑ は 、 式 （ ２ ） ～ （ ４ ） を 用 い て 、 次 式 （ ５ ） に よ っ て 求 め
ら れ る 。
　 　 Ｏ Ｑ ＝ Ｏ Ｐ 3 ＋ Ｐ 3 Ｑ
　 　 　 　 ＝ （ Ｏ Ｐ 1 ＋ Ｏ Ｐ 2 ） ／ ２ ＋ ｛ （ Ｏ Ｐ 1 × Ｏ Ｐ 2 ） ／ ｜ Ｏ Ｐ 1 × Ｏ Ｐ 2 ｜ ｝ ｃ ｏ ｓ θ
　 　 　 　 　 ＋ ｛ （ Ｏ Ｐ 2 － Ｏ Ｐ 1 ） ／ ｜ Ｏ Ｐ 2 － Ｏ Ｐ 1 ｜ ｝
　 　 　 　 　 × ｛ （ Ｏ Ｐ 1 × Ｏ Ｐ 2 ） ／ ｜ Ｏ Ｐ 1 × Ｏ Ｐ 2 ｜ ｝ ｓ ｉ ｎ θ 　 　 　 ・ ・ ・ （ ５ ）
【 ０ ０ ７ １ 】

10

20

30

40

50

(14) JP 2005-118160 A 2005.5.12



　 こ の 式 （ １ ） ， （ ５ ） に よ れ ば 、 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ は 、 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 の 各 位 置 ベ ク
ト ル Ｏ Ｐ 1 ， Ｏ Ｐ 2 と 基 準 切 断 面 Ｈ 0 の 回 転 角 度 で あ る 角 度 θ と を 用 い て 、 単 位 法 線 ベ ク ト
ル ｅ を 演 算 出 力 で き る 。 す な わ ち 、 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ は 、 制 御 部 １ ３ が 受 信 し た 指 定 点
情 報 と 角 度 情 報 と を 用 い て 単 位 法 線 ベ ク ト ル ｅ を 演 算 出 力 す る と と も に 、 該 指 定 点 情 報 と
単 位 法 線 ベ ク ト ル ｅ と を 用 い て 指 定 切 断 面 Ｈ を 演 算 出 力 で き る 。 た だ し 、 切 断 面 演 算 部 １
３ ｃ は 、 こ の 角 度 θ が 零 で あ る 場 合 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 を 演 算 出 力 す る 。 す な わ ち 、 基 準 設
定 点 Ｑ 0 の 位 置 ベ ク ト ル Ｏ Ｑ 0 は 、 式 （ ５ ） の 角 度 θ と し て 零 を 代 入 す れ ば 求 め る こ と が で
き 、 基 準 法 線 ベ ク ト ル ｅ 0 は 、 角 度 θ が 零 の 場 合 の 位 置 ベ ク ト ル Ｏ Ｑ （ す な わ ち 位 置 ベ ク
ト ル Ｏ Ｑ 0 ） と 位 置 ベ ク ト ル Ｏ Ｐ 1 ， Ｏ Ｐ 2 と を 用 い 、 式 （ １ ） に 基 づ い て 求 め る こ と が で
き 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 は 、 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 と 基 準 設 定 点 Ｑ 0 と を 含 み 、 基 準 法 線 ベ ク ト ル ｅ 0

を 法 線 と す る 平 面 と し て 演 算 出 力 さ れ 、 こ の 方 法 に よ っ て 、 基 準 設 定 点 Ｑ 0 、 基 準 法 線 ベ
ク ト ル ｅ 0 、 お よ び 基 準 切 断 面 Ｈ 0 が 設 定 さ れ る 。 こ の 場 合 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 は 、 幾 何 学 的
に 、 原 点 Ｏ と 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 と を 含 む 面 に 対 し て 垂 直 に 交 わ る 面 に な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 な お 、 ３ 次 元 画 像 を 作 成 す る た め の 一 般 的 な ラ イ ブ ラ リ ソ フ ト ウ ェ ア が 制 御 部 １ ３ に 搭
載 さ れ て い る 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 単 位 法 線 ベ ク ト ル ｅ と 、 原 点 Ｏ と 指 定 切 断 面 Ｈ と の 距
離 と が 入 力 さ れ れ ば 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ 上 の ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 指 定 切 断 面 Ｈ に て 切 断 す
る と と も に 、 指 定 切 断 面 Ｈ に お け る ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 作 成 で き る 。 こ の 原 点 Ｏ と
指 定 切 断 面 Ｈ と の 距 離 は 、 単 位 法 線 ベ ク ト ル ｅ と 位 置 ベ ク ト ル Ｏ Ｐ 1 と の 内 積 ま た は 単 位
法 線 ベ ク ト ル ｅ と 位 置 ベ ク ト ル Ｏ Ｐ 2 と の 内 積 を 用 い て 求 め ら れ る の で 、 制 御 部 １ ３ は 、
上 述 し た 式 （ １ ） ， （ ５ ） に 基 づ き 、 入 力 装 置 ８ か ら 入 力 さ れ た 指 定 点 情 報 と 角 度 情 報 と
を 用 い て 指 定 切 断 面 Ｈ を 求 め る と と も に 、 指 定 切 断 面 Ｈ に お け る ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ
を 作 成 で き る 。 こ の 場 合 、 操 作 者 が 入 力 装 置 ８ を 用 い て ド ラ ッ グ 操 作 等 を 行 う 毎 に 、 制 御
部 １ ３ は 、 こ の ド ラ ッ グ 操 作 等 に よ る カ ー ソ ル の 移 動 量 に 応 じ た 角 度 情 報 を 順 次 受 け 付 け
る と と も に 、 順 次 受 け 付 け た 角 度 情 報 に 応 じ て 基 準 切 断 面 を 回 転 さ せ 、 こ れ に よ っ て 、 指
定 切 断 面 を 順 次 求 め る と と も に 、 求 め た 指 定 切 断 面 に お け る ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 作
成 ま た は 更 新 し 、 該 ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ に 対 応 す る ３ 次 元 指 定 断 層 像 を モ ニ タ ９ に 画
面 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 つ ぎ に 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ に お い て 、 制 御 部 １ ３ が 、 入 力 装 置 ８ か ら 入 力 さ れ
た 指 定 点 情 報 を 用 い て ２ 次 元 画 像 デ ー タ 上 に 指 定 点 を 設 定 す る 処 理 （ 指 定 点 設 定 処 理 ） に
つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 ７ は 、 制 御 部 １ ３ が 指 定 点 設 定 処 理 を 達 成 す る ま で の 処 理 工 程
を 詳 細 に 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ８ は 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 上 に 指 定 点 Ｐ 1

を 設 定 す る 処 理 （ 第 １ 指 定 点 設 定 処 理 ） を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ９ は 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ
Ｄ m 2 上 に 指 定 点 Ｐ 2 を 設 定 す る 処 理 （ 第 ２ 指 定 点 設 定 処 理 ） を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ７ 、 図 ８ 、 お よ び 図 ９ に お い て 、 制 御 部 １ ３ は 、 入 力 装 置 ８ か ら 入 力 さ れ た 画 面 表 示
処 理 に 関 す る 指 示 情 報 の も と 、 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ か ら 所 望 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ 、 た と
え ば ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 を 読 み 出 す （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ １ ） と と も に 、 表 示 回 路 １ ２ を 介
し て 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 を モ ニ タ ９ に 送 出 し 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 に 対 応 す る ２ 次
元 超 音 波 断 層 像 を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ２ ） 。 操 作 者 は 、 こ の ２ 次
元 超 音 波 断 層 像 に 所 望 の 関 心 領 域 が 画 面 表 示 さ れ て い る か 否 か を 確 認 す る 。 操 作 者 は 、 所
望 の 関 心 領 域 が 画 面 表 示 さ れ て い な い 場 合 、 入 力 装 置 ８ を 操 作 し て ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を
別 の ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 に 更 新 す る 指 示 情 報 を 制 御 部 １ ３ に 入 力 す る 。 こ の 場 合 、 制 御 部
１ ３ は 、 指 定 点 情 報 の 入 力 受 付 状 態 で は な く （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ ， Ｎ ｏ ） 、 上 述 し た ス テ
ッ プ Ｓ ２ ０ １ 以 降 の 処 理 工 程 を 繰 り 返 す 。 一 方 、 操 作 者 が 、 所 望 の 関 心 領 域 と し て 、 た と
え ば 、 図 ８ に 示 す 膵 管 像 Ｆ m 1 の 画 面 表 示 を 確 認 し た 場 合 、 操 作 者 は 、 入 力 装 置 ８ を 操 作 し
て 、 た と え ば 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た カ ー ソ ル Ｋ を 膵 管 像 Ｆ m 1 に 移 動 さ せ る と と も に
、 膵 管 像 Ｆ m 1 上 に 指 定 点 Ｐ 1 を 指 定 す る 指 定 点 情 報 を 入 力 す る 。 こ の 場 合 、 制 御 部 １ ３ は
、 操 作 者 に よ る 入 力 装 置 ８ の 操 作 に よ っ て 、 指 定 点 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 わ る と と
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も に （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ ， Ｙ ｅ ｓ ） 、 こ の 指 定 点 情 報 を も と に 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 上
の 膵 管 像 Ｆ m 1 に 対 応 す る 座 標 に 指 定 点 Ｐ 1 を 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ４ ） 。 そ の 後 、 制
御 部 １ ３ は 、 指 定 点 Ｐ 1 と し て 設 定 さ れ た 座 標 上 に 指 定 点 Ｐ 1 を 示 す マ ー カ （ 第 １ マ ー カ ）
を 付 す る と と も に 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 に 対 応 す る ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 に 重 畳 し た 状
態 で 、 第 １ マ ー カ を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ こ で 、 制 御 部 １ ３ は 、 上 述 し た よ う に 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ n に 対 し て 、 画 像 中 心 Ｃ n

を 原 点 と し 、 面 平 行 ベ ク ト ル Ｖ b n に 平 行 な 軸 と 外 積 ベ ク ト ル （ Ｖ b n × Ｖ a n ） に 平 行 な 軸 と
に よ る 直 交 座 標 を 設 定 で き る の で 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 上 に は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 画
像 中 心 Ｃ m 1 を 原 点 と し 、 面 平 行 ベ ク ト ル Ｖ b m 1 に 平 行 な 軸 Ｂ と 外 積 ベ ク ト ル （ Ｖ b m 1 × Ｖ a m

1 ） に 平 行 な 軸 Ａ と に よ る 直 交 座 標 系 Ａ Ｂ が 設 定 さ れ る 。 こ の 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 ２ 次
元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 上 の 膵 管 像 Ｆ m 1 に 対 応 す る 座 標 （ ａ 1 ， ｂ 1 ） に 指 定 点 Ｐ 1 を 設 定 す る 。
し た が っ て 、 指 定 点 Ｐ 1 の 位 置 ベ ク ト ル Ｏ Ｐ 1 は 、 こ の 座 標 （ ａ 1 ， ｂ 1 ） と 画 像 中 心 Ｃ m 1 の
位 置 ベ ク ト ル ｒ m 1 と を 用 い 、 か つ 、 軸 方 向 ベ ク ト ル Ｖ a m 1 お よ び 面 平 行 ベ ク ト ル Ｖ b m 1 が 単
位 長 で あ る こ と に 基 づ き 、 次 式 （ ６ ） に よ っ て 求 め ら れ る 。
　 　 Ｏ Ｐ 1 ＝ ｒ m 1 ＋ ａ 1 （ Ｖ b m 1 × Ｖ a m 1 ） ＋ ｂ 1 Ｖ b m 1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ６ ）
た だ し 、 外 積 ベ ク ト ル （ Ｖ b m 1 × Ｖ a m 1 ） は 、 軸 Ａ の 方 向 ベ ク ト ル に 相 当 し 、 面 平 行 ベ ク ト
ル Ｖ b m 1 は 、 軸 Ｂ の 方 向 ベ ク ト ル に 相 当 す る 。 こ の よ う に 、 指 定 点 Ｐ 1 に 対 応 す る 座 標 （ ａ

1 ， ｂ 1 ） は 、 式 （ ６ ） に 基 づ き 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ 上 の ３ つ の 成 分 か ら な る 座 標 で 表 現 で
き る 。 す な わ ち 、 制 御 部 １ ３ は 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ 上 の 点 と し て 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1

上 に 指 定 点 Ｐ 1 を 設 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 つ ぎ に 、 操 作 者 は 、 入 力 装 置 ８ を 操 作 し て ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を 別 の ２ 次 元 超 音 波 断 層
像 に 更 新 す る 指 示 情 報 を 制 御 部 １ ３ に 入 力 す る 。 制 御 部 １ ３ は 、 こ の 指 示 情 報 に 基 づ き 、
画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ か ら 所 望 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ 、 た と え ば ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 2 を 読
み 出 す （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ５ ） と と も に 、 表 示 回 路 １ ２ を 介 し て 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 2 を
モ ニ タ ９ に 送 出 し 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 2 に 対 応 す る ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を モ ニ タ ９ に 画
面 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ６ ） 。 操 作 者 は 、 こ の ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 に 所 望 の 関 心 領
域 が 画 面 表 示 さ れ て い る か 否 か を 確 認 し 、 所 望 の 関 心 領 域 が 画 面 表 示 さ れ て い な い 場 合 、
入 力 装 置 ８ を 操 作 し て ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を 別 の ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 に 更 新 す る 指 示 情 報
を 制 御 部 １ ３ に 入 力 す る 。 こ の 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ の 場 合 と
同 様 に 、 指 定 点 情 報 の 入 力 受 付 状 態 で は な く （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７ ， Ｎ ｏ ） 、 上 述 し た ス テ
ッ プ Ｓ ２ ０ ５ 以 降 の 処 理 工 程 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 一 方 、 操 作 者 が 、 所 望 の 関 心 領 域 と し て 、 た と え ば 、 図 ９ に 示 す 胆 管 像 Ｇ m 2 の 画 面 表 示
を 確 認 し た 場 合 、 操 作 者 は 、 入 力 装 置 ８ を 操 作 し て 、 た と え ば 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ
た カ ー ソ ル Ｋ を 胆 管 像 Ｇ m 2 に 移 動 さ せ る と と も に 、 胆 管 像 Ｇ m 2 上 に 指 定 点 Ｐ 2 を 指 定 す る
指 定 点 情 報 を 入 力 す る 。 こ の 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 操 作 者 に よ る 入 力 装 置 ８ の 操 作 に よ っ
て 、 指 定 点 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 わ る と と も に （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７ ， Ｙ ｅ ｓ ） 、 こ
の 指 定 点 情 報 を も と に 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 2 上 の 胆 管 像 Ｇ m 2 に 対 応 す る 座 標 に 指 定 点 Ｐ

2 を 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ８ ） 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 な お 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 2 上 に は 、 上 述 し た 指 定 点 Ｐ 1 の 場 合 と 同 様 に 、 画 像 中 心 Ｃ m

2 を 原 点 と し 、 面 平 行 ベ ク ト ル Ｖ b m 2 に 平 行 な 軸 Ｂ と 外 積 ベ ク ト ル （ Ｖ b m 2 × Ｖ a m 2 ） に 平 行
な 軸 Ａ と に よ る 直 交 座 標 系 Ａ Ｂ が 設 定 さ れ 、 指 定 点 Ｐ 2 は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 ２ 次 元 画
像 デ ー タ Ｄ m 2 上 の 胆 管 像 Ｇ m 2 に 対 応 す る 座 標 （ ａ 2 ， ｂ 2 ） に 設 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 指
定 点 Ｐ 2 の 位 置 ベ ク ト ル Ｏ Ｐ 2 は 、 こ の 座 標 （ ａ 2 ， ｂ 2 ） と 画 像 中 心 Ｃ m 2 の 位 置 ベ ク ト ル ｒ

m 2 と を 用 い 、 か つ 、 軸 方 向 ベ ク ト ル Ｖ a m 2 お よ び 面 平 行 ベ ク ト ル Ｖ b m 2 が 単 位 長 で あ る こ と
に 基 づ き 、 次 式 （ ７ ） に よ っ て 求 め ら れ る 。
　 　 Ｏ Ｐ 2 ＝ ｒ m 2 ＋ ａ 2 （ Ｖ b m 2 × Ｖ a m 2 ） ＋ ｂ 2 Ｖ b m 2 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ７ ）
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す な わ ち 、 制 御 部 １ ３ は 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ 上 の 点 と し て 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 2 上 に 指
定 点 Ｐ 2 を 設 定 す る 。 そ の 後 、 制 御 部 １ ３ は 、 指 定 点 Ｐ 2 と し て 設 定 さ れ た 座 標 上 に 指 定 点
Ｐ 2 を 示 す マ ー カ （ 第 ２ マ ー カ ） を 付 す る と と も に 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 2 に 対 応 す る ２
次 元 超 音 波 断 層 像 上 に 重 畳 し た 状 態 で 、 第 ２ マ ー カ を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 な お 、 制 御 部 １ ３ は 、 上 述 し た 第 １ マ ー カ と 第 ２ マ ー カ と を 異 な る 態 様 で ２ 次 元 画 像 デ
ー タ 上 に 付 す る こ と が 望 ま し い 。 こ の 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 指 定 点 Ｐ 1 を 示 す マ ー カ と し
て 、 た と え ば ＋ 形 で 赤 色 の 第 １ マ ー カ を ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 上 に 付 す る と と も に 、 ２ 次
元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 に 対 応 す る ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 に 重 畳 し た 状 態 で 、 こ の 第 １ マ ー カ を
モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る 。 ま た 、 制 御 部 １ ３ は 、 指 定 点 Ｐ 2 を 示 す マ ー カ と し て 、 た と
え ば × 形 で 緑 色 の 第 ２ マ ー カ を ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 2 上 に 付 す る と と も に 、 ２ 次 元 画 像 デ
ー タ Ｄ m 2 に 対 応 す る ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 に 重 畳 し た 状 態 で 、 こ の 第 ２ マ ー カ を モ ニ タ ９
に 画 面 表 示 さ せ る 。 こ れ に よ っ て 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た 第 １ マ ー カ と 第
２ マ ー カ と を 容 易 に 判 別 で き る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 つ ぎ に 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 、 制 御 部 １ ３ が 、 設 定 し た 二 つ の 指 定 点 を
用 い て 基 準 切 断 面 と 該 基 準 切 断 面 の 回 転 軸 と を 設 定 し 、 そ の 後 、 設 定 し た 基 準 切 断 面 に お
け る ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ を 作 成 す る と と も に 、 該 ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ に 対 応 す る
３ 次 元 基 準 断 層 像 を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る ま で の 処 理 （ ３ 次 元 基 準 断 層 像 表 示 処 理 ）
に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ ０ は 、 制 御 部 １ ３ が ３ 次 元 基 準 断 層 像 表 示 処 理 を 達 成 す る
ま で の 処 理 工 程 を 詳 細 に 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ １ は 、 制 御 部 １ ３ が ３ 次 元
基 準 断 層 像 を 画 面 表 示 し た 状 態 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 １ ０ お よ び 図 １ １ に お い て 、 制 御 部 １ ３ が 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ の 処 理 を 行 っ
て 、 た と え ば 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 上 お よ び ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 2 上 に 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2

を そ れ ぞ れ 設 定 し た 場 合 、 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ は 、 図 ５ に 示 し た よ う に 、 指 定 点 情 報 を 用
い て 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 を 通 過 す る 直 線 Ｌ を 演 算 出 力 す る と と も に 、 記 憶 部 １ ３ ａ か ら 読 み 出
さ れ た 基 準 設 定 点 と 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 と を 含 む 平 面 、 ま た は 記 憶 部 １ ３ ａ か ら 読 み 出 さ れ た
基 準 法 線 ベ ク ト ル と 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 と を 有 す る 平 面 を 演 算 出 力 す る 。 こ の 場 合 、 制 御 部 １
３ は 、 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ に よ っ て 演 算 出 力 さ れ た 平 面 を 基 準 切 断 面 Ｈ 0 と し て 設 定 す る
と と も に 、 直 線 Ｌ を 基 準 切 断 面 Ｈ 0 の 回 転 軸 と し て 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ １ ） 。 つ ぎ
に 、 制 御 部 １ ３ は 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ に お い て 作 成 し た ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 画 像
デ ー タ 記 憶 部 １ １ か ら 読 み 出 し （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ２ ） 、 そ の 後 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ
は 、 こ の ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 用 い て 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 に お け る ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ を
作 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ３ ） 。 制 御 部 １ ３ は 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ が 作 成 し た ３ 次
元 基 準 断 層 像 デ ー タ を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ に 記 憶 す る と と も に 、 表 示 回 路 １ ２ を 介 し て
、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ を モ ニ タ ９ に 送 出 す る 。 こ れ に よ っ て 、 制 御 部 １ ３ は 、 こ
の ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ に 対 応 す る ３ 次 元 基 準 断 層 像 Ｗ 0 を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る
（ ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ４ ） 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 １ １ に 示 す よ う に 、 制 御 部 １ ３ は 、 ３ 次 元 基 準 断 層 像 Ｗ 0 上 に 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ の
膵 管 像 に 対 応 す る 膵 管 断 層 像 ｆ 0 と 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ の 胆 管 像 に 対 応 す る 胆 管 断 層 像 ｇ 0

と を 表 示 す る と と も に 、 第 １ マ ー カ に よ っ て 表 示 さ れ た 指 定 点 Ｐ 1 、 第 ２ マ ー カ に よ っ て
表 示 さ れ た 指 定 点 Ｐ 2 、 お よ び 直 線 Ｌ に 対 応 す る 補 助 線 Ｌ 1 を 膵 管 断 層 像 ｆ 0 上 ま た は 胆 管
断 層 像 ｇ 0 上 に 重 畳 的 に 表 示 す る 。 た だ し 、 制 御 部 １ ３ は 、 上 述 し た よ う に 、 第 １ マ ー カ
と 第 ２ マ ー カ と を 異 な る 態 様 で 画 面 表 示 さ せ る こ と が 望 ま し く 、 制 御 部 １ ３ は 、 た と え ば
、 ＋ 形 で 赤 色 の 第 １ マ ー カ を 膵 管 断 層 像 ｆ 0 に 重 畳 し て 画 面 表 示 さ せ る と と も に 、 × 形 で
緑 色 の 第 ２ マ ー カ を 胆 管 断 層 像 ｇ 0 に 重 畳 し て 画 面 表 示 さ せ る 。 さ ら に 、 制 御 部 １ ３ は 、
図 １ １ に 示 す よ う に 、 ３ 次 元 基 準 断 層 像 Ｗ 0 と 所 望 の ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 と を 同 一 画 面 に
出 力 す る よ う に モ ニ タ ９ を 制 御 す る 。 こ れ に よ っ て 、 モ ニ タ ９ に は 、 ３ 次 元 基 準 断 層 像 Ｗ
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0 と 、 所 望 の ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 、 た と え ば 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 に 対 応 す る ２ 次 元 超
音 波 断 層 像 ｄ m 1 と が 、 相 互 に 重 畳 し な い よ う に 、 同 一 画 面 上 に 出 力 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ の よ う に 、 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 ｄ m 1 上 の 第 １ マ ー カ と ３ 次 元 基 準 断 層 像 Ｗ 0 上 の 第 １
マ ー カ と を 同 じ 態 様 に し 、 第 １ マ ー カ と 第 ２ マ ー カ と の 態 様 を 変 え て モ ニ タ ９ に 表 示 し た
の で 、 た と え ば 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 膵 管 を 示 す ＋ 形 で 赤 色 の 第 １ マ ー カ が 表 示 さ れ た
２ 次 元 超 音 波 断 層 像 ｄ m 1 が モ ニ タ ９ に 表 示 さ れ て い る 場 合 に は 、 こ の 第 １ マ ー カ と 、 ３ 次
元 基 準 断 層 像 Ｗ 0 の 膵 管 断 層 像 ｆ 0 上 に 表 示 さ れ た 同 様 の ＋ 形 で 赤 色 の 第 １ マ ー カ と の 位 置
の 対 応 が つ け 易 く 、 第 ２ マ ー カ が 示 す 胆 管 と の 混 同 を 避 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 つ ぎ に 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ に お い て 、 制 御 部 １ ３ が 、 指 定 点 情 報 と 角 度 情 報 と
を 用 い て 指 定 切 断 面 を 設 定 し 、 そ の 後 、 設 定 し た 指 定 切 断 面 に お け る ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ
ー タ を 作 成 す る と と も に 、 該 ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ に 対 応 す る ３ 次 元 指 定 断 層 像 を モ ニ
タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る ま で の 処 理 （ ３ 次 元 指 定 断 層 像 表 示 処 理 ） に つ い て 詳 細 に 説 明 す る
。 図 １ ２ は 、 制 御 部 １ ３ が ３ 次 元 指 定 断 層 像 表 示 処 理 を 達 成 す る ま で の 処 理 工 程 を 詳 細 に
説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ ３ は 、 制 御 部 １ ３ が ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 画 面 表 示 し
た 状 態 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 １ ２ お よ び 図 １ ３ に お い て 、 制 御 部 １ ３ が 、 操 作 者 に よ る 入 力 装 置 ８ の 操 作 に よ っ て
、 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え ら れ る と と も に 、 操 作 者 が 、 ド ラ ッ グ 操 作 等 を 行 っ
て 、 モ ニ タ ９ 上 の カ ー ソ ル Ｋ を 所 定 方 向 、 た と え ば 画 面 の 上 下 方 向 に 移 動 さ せ 、 こ れ に よ
っ て 、 制 御 部 １ ３ が 、 こ の カ ー ソ ル Ｋ の 移 動 量 に 対 応 す る 角 度 θ を 角 度 情 報 と し て 受 け 付
け た 場 合 、 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ は 、 こ の 角 度 情 報 に 対 応 す る 角 度 θ と 上 述 し た 指 定 点 情 報
と を も と に 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 が 直 線 Ｌ を 回 転 軸 と し て 角 度 θ だ け 回 転 し た 平 面 を 演 算 出 力
し 、 制 御 部 １ ３ は 、 こ の 演 算 出 力 さ れ た 平 面 を 指 定 切 断 面 Ｈ と し て 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ
４ ０ １ ） 。 こ の 場 合 、 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ は 、 上 述 し た 式 （ １ ） お よ び 式 （ ５ ） に 基 づ き
、 角 度 θ と 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 の 各 座 標 に 関 す る 情 報 と を 用 い て 指 定 切 断 面 Ｈ を 演 算 出 力 で き
る 。 つ ぎ に 、 制 御 部 １ ３ は 、 指 定 切 断 面 Ｈ が 設 定 さ れ た 場 合 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １
に お い て 作 成 し た ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ か ら 読 み 出 し （ ス テ ッ プ Ｓ ４
０ ２ ） 、 そ の 後 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ は 、 こ の ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 用 い て 、 指 定 切 断
面 Ｈ に お け る ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 作 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ３ ） 。 制 御 部 １ ３ は 、
画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ が 作 成 し た ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ に 記
憶 す る と と も に 、 表 示 回 路 １ ２ を 介 し て 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を モ ニ タ ９ に 送 出
す る 。 こ れ に よ っ て 、 制 御 部 １ ３ は 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ に 対 応 す る ３ 次 元 指 定
断 層 像 Ｗ を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ４ ） 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 制 御 部 １ ３ は 、 ３ 次 元 指 定 断 層 像 Ｗ 上 に 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ の 膵
管 像 に 対 応 す る 膵 管 断 層 像 ｆ 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ の 胆 管 像 に 対 応 す る 胆 管 断 層 像 ｇ 、 お よ
び 胆 管 と 膵 管 と の 合 流 部 （ 胆 管 膵 管 合 流 部 ） の 断 層 像 で あ る 胆 管 膵 管 合 流 部 像 ｆ ｇ を 表 示
す る と と も に 、 第 １ マ ー カ に よ っ て 表 示 さ れ た 指 定 点 Ｐ 1 、 第 ２ マ ー カ に よ っ て 表 示 さ れ
た 指 定 点 Ｐ 2 、 お よ び 直 線 Ｌ に 対 応 す る 補 助 線 Ｌ 1 を 膵 管 断 層 像 ｆ 上 ま た は 胆 管 断 層 像 ｇ 上
に 重 畳 的 に 表 示 す る 。 た だ し 、 制 御 部 １ ３ は 、 上 述 し た ３ 次 元 基 準 断 層 像 Ｗ 0 の 場 合 と 同
様 に 、 第 １ マ ー カ と 第 ２ マ ー カ と を 異 な る 態 様 で 画 面 表 示 さ せ る こ と が 望 ま し く 、 制 御 部
１ ３ は 、 た と え ば 、 ＋ 形 で 赤 色 の 第 １ マ ー カ を 膵 管 断 層 像 ｆ に 重 畳 し て 画 面 表 示 さ せ る と
と も に 、 × 形 で 緑 色 の 第 ２ マ ー カ を 胆 管 断 層 像 ｇ に 重 畳 し て 画 面 表 示 さ せ る 。 さ ら に 、 制
御 部 １ ３ は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 ３ 次 元 指 定 断 層 像 Ｗ と 所 望 の ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 と を
同 一 画 面 に 出 力 す る よ う に モ ニ タ ９ を 制 御 す る 。 こ れ に よ っ て 、 モ ニ タ ９ に は 、 ３ 次 元 基
準 断 層 像 Ｗ と 、 所 望 の ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 、 た と え ば 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 に 対 応 す る
２ 次 元 超 音 波 断 層 像 ｄ m 1 と が 、 相 互 に 重 畳 し な い よ う に 、 同 一 画 面 上 に 出 力 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
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　 こ こ で 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 Ｗ が 、 胆 管 膵 管 合 流 部 像 ｆ ｇ の 近
傍 に 腫 瘍 断 層 像 ｈ を 示 し て い る 場 合 、 操 作 者 は 、 体 腔 内 の 特 徴 的 部 位 で あ る 胆 管 膵 管 合 流
部 を 指 標 と し て 、 腫 瘍 断 層 像 ｈ に 対 応 す る 実 際 の 腫 瘍 の 大 き さ ま た は 体 腔 内 に お け る 位 置
等 の 情 報 を 容 易 か つ 的 確 に 推 定 で き る 。 す な わ ち 、 操 作 者 は 、 入 力 装 置 ８ を 用 い て ド ラ ッ
グ 操 作 等 を 行 っ て 、 膵 管 お よ び 胆 管 の 各 断 層 像 が と も に 表 示 さ れ た ３ 次 元 基 準 断 層 像 Ｗ 0

の 基 準 切 断 面 Ｈ 0 を 回 転 す る 指 示 情 報 、 す な わ ち 、 直 線 Ｌ を 回 転 軸 と し て 基 準 切 断 面 Ｈ 0 を
回 転 す る 角 度 θ の 角 度 情 報 を 入 力 す れ ば 、 胆 管 膵 管 合 流 部 像 ｆ ｇ ま た は 腫 瘍 断 層 像 ｈ 等 の
関 心 領 域 の 断 層 像 を 容 易 に 得 る こ と が で き る と と も に 、 こ の 関 心 領 域 の 断 層 像 を 用 い て 、
被 検 体 に 対 す る 超 音 波 診 断 を 的 確 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ １
～ Ｓ ４ ０ ４ に お い て 、 制 御 部 １ ３ の 処 理 速 度 が 十 分 速 い 場 合 、 こ の ド ラ ッ グ 操 作 に よ る 入
力 量 に 応 じ て 変 化 す る 回 転 角 度 の 指 定 切 断 面 の ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ が 、 こ の ド ラ ッ グ
操 作 に 同 期 し て 、 逐 次 モ ニ タ ９ に 出 力 さ れ る 。 こ の た め 、 操 作 者 は 、 胆 管 膵 管 合 流 部 像 ｆ
ｇ ま た は 腫 瘍 断 層 像 ｈ 等 の 関 心 領 域 の 断 層 像 を 一 層 容 易 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 な お 、 操 作 者 が 、 入 力 装 置 ８ を 用 い て 、 第 １ マ ー カ 、 第 ２ マ ー カ 、 補 助 線 、 ま た は ２ 次
元 超 音 波 断 層 像 の 画 面 表 示 を 消 去 す る 指 示 情 報 を 入 力 し た 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 こ の 指 示
情 報 に よ る 指 示 の も と 、 モ ニ タ ９ に 対 し て 、 画 面 表 示 さ れ た 第 １ マ ー カ 、 第 ２ マ ー カ 、 補
助 線 、 ま た は ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を 消 去 す る 制 御 を 行 っ て も よ い 。 ま た 、 操 作 者 が 、 入 力
装 置 ８ を 用 い て 、 第 １ マ ー カ 、 第 ２ マ ー カ 、 補 助 線 、 ま た は ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 の 画 面 表
示 を 再 表 示 す る 指 示 情 報 を 入 力 し た 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 こ の 指 示 情 報 に よ る 指 示 の も と
、 モ ニ タ ９ に 対 し て 、 消 去 さ れ た 第 １ マ ー カ 、 第 ２ マ ー カ 、 補 助 線 、 ま た は ２ 次 元 超 音 波
断 層 像 を 再 表 示 す る 制 御 を 行 っ て も よ い 。 さ ら に 、 操 作 者 が 、 入 力 装 置 ８ を 用 い て 、 ３ 次
元 基 準 断 層 像 ま た は ３ 次 元 指 定 断 層 像 と 同 一 画 面 に 表 示 さ れ た ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を 別 の
２ 次 元 超 音 波 断 層 像 に 切 り 換 え る 指 示 情 報 を 入 力 し た 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 こ の 指 示 情 報
に よ る 指 示 の も と 、 モ ニ タ ９ に 対 し て 、 画 面 表 示 さ れ た ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を 更 新 す る 制
御 を 行 っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 制 御 部 １ ３ は 、 た と え ば 、 膵 管 が 表 示 さ れ た ２ 次 元 超 音 波
断 層 像 を 胆 管 が 表 示 さ れ た ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 に 切 り 換 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 １ で は 、 プ ロ ー ブ の 先 端 に 組 み 込 ま れ た 超 音 波 振 動 子 の 近 傍 に 送
信 コ イ ル が 配 置 さ れ 、 位 置 デ ー タ 算 出 装 置 が 、 こ の 送 信 コ イ ル か ら 出 力 さ れ た 磁 場 を 用 い
て 、 こ の 超 音 波 振 動 子 に よ る ラ ジ ア ル ス キ ャ ン の 位 置 デ ー タ を 算 出 し て い た が 、 こ の 発 明
は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 操 作 者 が こ の プ ロ ー ブ を 手 引 き す る 場 合 の 超 音 波 振
動 子 の 移 動 加 速 度 を 検 出 す る と と も に 該 移 動 加 速 度 の 積 分 処 理 等 を 行 っ て 、 こ の 超 音 波 振
動 子 に よ る ラ ジ ア ル ス キ ャ ン の 位 置 デ ー タ を 算 出 し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 さ ら に 、 こ の 実 施 の 形 態 １ で は 、 磁 場 を 発 生 す る 送 信 コ イ ル が プ ロ ー ブ 内 の 超 音 波 振 動
子 の 近 傍 に 配 置 さ れ 、 該 送 信 コ イ ル に よ る 発 生 磁 場 が 受 信 ア ン テ ナ に 検 出 さ れ た 場 合 に 、
こ の 送 信 コ イ ル の 位 置 を 検 出 し て い た が 、 こ の 発 明 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、
超 音 波 振 動 子 の 挿 入 方 向 と 該 挿 入 方 向 に 垂 直 な 方 向 と の 各 指 向 性 が 設 け ら れ た 受 信 コ イ ル
を プ ロ ー ブ 内 の 超 音 波 振 動 子 の 近 傍 に 配 置 し 、 こ の 受 信 コ イ ル の 位 置 を 検 出 し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 １ で は 、 ３ 次 元 走 査 に よ っ て 得 ら れ た 複 数 の ２
次 元 画 像 デ ー タ を 用 い て ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 作 成 し 、 所 望 の ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 に 指 定
点 を 二 つ 指 定 す る 指 定 点 情 報 が 入 力 さ れ た 場 合 、 該 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 に 対 応 す る 各 ２ 次
元 画 像 デ ー タ 上 に 該 指 定 点 情 報 に 対 応 す る 指 定 点 を そ れ ぞ れ 設 定 す る と と も に 、 こ れ ら 二
つ の 指 定 点 を 含 む 基 準 切 断 面 と 、 こ れ ら 二 つ の 指 定 点 を 通 過 す る 該 基 準 切 断 面 の 回 転 軸 と
を 演 算 出 力 し 、 そ の 後 、 こ の ３ 次 元 画 像 デ ー タ と 該 基 準 切 断 面 と を も と に 、 該 基 準 切 断 面
に お け る ３ 次 元 基 準 断 層 像 を 画 面 表 示 さ せ て い る 。 さ ら に 、 こ の 実 施 の 形 態 １ で は 、 こ の
基 準 切 断 面 の 所 望 の 回 転 角 度 に 関 す る 角 度 情 報 が 入 力 さ れ た 場 合 、 こ の 角 度 情 報 と 上 述 し
た 指 定 点 情 報 と を も と に 、 こ の 基 準 切 断 面 を 該 角 度 情 報 に 対 応 す る 角 度 だ け 回 転 し た 指 定
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切 断 面 を 演 算 出 力 し 、 そ の 後 、 こ の ３ 次 元 画 像 デ ー タ と 該 指 定 切 断 面 と を も と に 、 該 指 定
切 断 面 に お け る ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 画 面 表 示 さ せ て い る 。 し た が っ て 、 胆 管 と 膵 管 と の 合
流 部 等 の 体 腔 内 の 特 徴 的 部 位 ま た は 腫 瘍 等 の 疾 患 部 位 等 の 関 心 領 域 の 断 層 像 を 一 つ の 画 面
内 に 的 確 に 表 示 出 力 で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 実 現 す る こ と が で き 、 操 作 者 は 、 こ の 超 音 波
診 断 装 置 を 用 い た 場 合 、 こ の 関 心 領 域 の 断 層 像 を 容 易 に 探 し 出 す こ と が で き る 。 す な わ ち
、 操 作 者 は 、 こ の 超 音 波 診 断 装 置 を 用 い た 場 合 、 体 腔 内 の 被 検 部 位 の 状 態 を 容 易 に 観 察 す
る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 患 者 に 対 す る 超 音 波 診 断 を 迅 速 か つ 的 確 に 行 う こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 一 般 に 、 胆 道 腫 瘍 ま た は 膵 腫 瘍 等 の 疾 患 で は 、 胆 管 ま た は 膵 管 に 沿 っ て 腫 瘍 が ど の よ う
に 広 が っ て い る か を 観 察 す る こ と が 切 除 範 囲 を 決 定 す る 上 で 重 要 で あ る 。 何 故 な ら 、 操 作
者 、 す な わ ち 術 者 は 、 手 術 の 際 に 胆 管 ま た は 膵 管 （ 主 膵 管 ） を 含 め て 組 織 を 切 除 す る た め
、 術 前 に 切 除 部 分 の 長 さ を 見 積 も っ て お く 必 要 が あ る か ら で あ る 。 さ ら に 、 疾 患 部 の 観 察
が 行 わ れ る 場 合 に は 、 腫 瘍 の 好 発 部 位 で あ る 胆 管 膵 管 合 流 部 が 、 一 つ の 断 層 像 上 に 表 示 さ
れ る こ と が 望 ま し い 。 何 故 な ら 、 特 徴 の あ る Ｙ 字 状 の 胆 管 膵 管 合 流 部 は 、 位 置 の 同 定 が し
易 い た め 、 手 術 中 の 指 標 と し て 用 い ら れ 易 く 、 術 者 は 、 胆 管 膵 管 合 流 部 か ら ど の 程 度 （ た
と え ば 何 ｃ ｍ ） の 位 置 に 腫 瘍 が あ る か 、 あ る い は 胆 管 膵 管 合 流 部 を 中 心 に し て 腫 瘍 が ど の
よ う に 広 が っ て い る か 等 の 情 報 を 知 る こ と に よ っ て 、 術 前 に 切 除 位 置 ま た は 切 除 範 囲 を 見
積 も る 必 要 が あ る か ら で あ る 。 し た が っ て 、 疾 患 部 の 観 察 が 行 わ れ る 場 合 に は 、 胆 管 膵 管
合 流 部 の 特 徴 の あ る Ｙ 字 状 の 形 が 明 瞭 に わ か る よ う に 、 胆 管 膵 管 合 流 部 が 一 つ の 断 層 像 上
に 表 示 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 こ の 実 施 の 形 態 １ に よ れ ば 、 こ の 胆 管 膵 管 合 流 部 の 断 層 像
を 容 易 に 探 し 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 ま た 、 こ の 超 音 波 診 断 装 置 の プ ロ ー ブ に 内 視 鏡 等 の 光 学 系 が 設 け ら れ た 場 合 、 こ の 超 音
波 診 断 装 置 は 、 ラ ジ ア ル ス キ ャ ン を 行 う と と も に 体 腔 内 の 光 学 画 像 デ ー タ を 作 成 し 、 該 ラ
ジ ア ル ス キ ャ ン に よ る ２ 次 元 的 ま た は ３ 次 元 的 な 超 音 波 断 層 像 と 該 光 学 画 像 デ ー タ に よ る
体 腔 内 光 学 像 と を 画 面 表 示 で き る 。 こ の 場 合 、 操 作 者 は 、 こ の 超 音 波 断 層 像 と 体 腔 内 光 学
像 と を 観 察 し て 、 被 検 部 位 の 状 態 に 関 す る 医 学 的 情 報 を さ ら に 的 確 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
（ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 つ ぎ に 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ で は
、 基 準 切 断 面 の 回 転 角 度 に 関 す る 角 度 情 報 が 入 力 さ れ た 場 合 、 こ の 角 度 情 報 と 既 知 の 指 定
点 情 報 と を 用 い て 指 定 切 断 面 を 演 算 出 力 し 、 そ の 後 、 既 知 の ３ 次 元 画 像 デ ー タ と 該 指 定 切
断 面 と を も と に 、 該 指 定 切 断 面 に お け る ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 画 面 表 示 す る よ う に 構 成 し て
い た が 、 こ の 実 施 の 形 態 ２ で は 、 基 準 切 断 面 を 回 転 す る 単 位 角 度 に 関 す る 情 報 が 入 力 さ れ
た 場 合 に 、 該 単 位 角 度 の 整 数 倍 の 各 角 度 を 指 定 切 断 面 の 回 転 角 度 と し て 設 定 す る と と も に
、 該 回 転 角 度 毎 の 指 定 切 断 面 を 演 算 出 力 し 、 そ の 後 、 該 指 定 切 断 面 毎 の ３ 次 元 指 定 断 層 像
デ ー タ を 作 成 す る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 図 １ ４ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 例 示 す る ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。 こ の 超 音 波 診 断 装 置 ２ １ は 、 画 像 処 理 装 置 １ ０ に 代 え て 画 像 処 理 装 置 ２ ２ が
配 置 さ れ 、 画 像 処 理 装 置 ２ ２ に は 、 制 御 部 １ ３ に 代 え て 、 単 位 角 度 設 定 部 ２ ３ ａ を 備 え た
制 御 部 ２ ３ が 設 け ら れ る 。 制 御 部 ２ ３ は 、 制 御 部 １ ３ と 同 様 に 、 処 理 プ ロ グ ラ ム 等 の 各 種
デ ー タ が 記 憶 さ れ た Ｒ Ｏ Ｍ 、 各 演 算 パ ラ メ ー タ を 記 憶 す る Ｒ Ａ Ｍ 、 お よ び 該 Ｒ Ｏ Ｍ に 記 憶
さ れ た 処 理 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ 等 を 用 い て 実 現 さ れ る 。 そ の 他 の 構 成 は 実 施 の 形
態 １ と 同 じ で あ り 、 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 １ ５ は 、 制 御 部 ２ ３ が 、 位 置 デ ー タ と の 対 応 付 け が 行 わ れ た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ
を 用 い て ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 作 成 し て か ら 、 単 位 角 度 の 整 数 倍 毎 に 設 定 さ れ た 指 定 切 断 面
に お け る ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 作 成 し 、 そ の 後 、 入 力 装 置 ８ か ら 入 力 さ れ た 角 度 情 報
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に 応 じ て 、 ３ 次 元 指 定 断 層 像 ま た は ３ 次 元 基 準 断 層 像 を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る ま で の
各 処 理 工 程 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ ５ に お い て 、 制 御 部 ２ ３ が 、 上 述 し た
実 施 の 形 態 １ の 場 合 と 同 様 に 、 受 信 し た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ と 位 置 デ ー タ と の 対 応 付
け を 行 う と と も に 、 こ の 位 置 デ ー タ が 対 応 付 け ら れ た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ に 対 し て 、
空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ に お け る 配 列 関 係 を 設 定 し た 場 合 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ は 、 上 述 し
た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ と 同 様 に 、 こ の ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ に 対 し て 補 間 等 の 画 像 処 理 を
行 い 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ 上 に ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 作 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ １ ） 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 つ ぎ に 、 制 御 部 ２ ３ は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ の 場 合 と 同 様 に 、 入 力 装 置 ８ か ら 入 力 さ
れ た 画 面 表 示 処 理 に 関 す る 指 示 情 報 の も と 、 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ か ら 所 望 の ２ 次 元 画 像
デ ー タ を 読 み 出 す と と も に 、 こ の ２ 次 元 画 像 デ ー タ に 対 応 す る ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を モ ニ
タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る 。 操 作 者 が 入 力 装 置 ８ を 用 い て ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 の 二 つ の 所 望
位 置 に 関 す る 指 定 点 情 報 を 入 力 し た 場 合 、 制 御 部 ２ ３ は 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ と 同
様 に 、 ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ 1 ， Ｄ 2 ， … ， Ｄ n 上 に 、 こ の 指 定 点 情 報 に 対 応 す る 指 定
点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 を 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ２ ） 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 少 な く と も 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 が ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ 1 ， Ｄ 2 ， … ， Ｄ n 上 に 設 定 さ れ
た 場 合 、 制 御 部 ２ ３ は 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ と 同 様 に 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 と 基 準 切 断
面 Ｈ 0 の 回 転 軸 で あ る 直 線 Ｌ と を 設 定 し 、 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ １ に お い て 作 成 し た ３
次 元 画 像 デ ー タ を 用 い 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 に お け る ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ を 作 成 す る 。 そ
の 後 、 制 御 部 ２ ３ は 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ と 同 様 に 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ
を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ に 記 憶 す る と と も に 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ に 対 応 す る ３
次 元 基 準 断 層 像 を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 つ ぎ に 、 操 作 者 が 、 入 力 装 置 ８ に よ る ボ タ ン 操 作 ま た は ド ラ ッ グ 操 作 等 を 行 っ て 、 基 準
切 断 面 Ｈ 0 を 回 転 す る 所 望 の 単 位 角 度 に 関 す る 単 位 角 度 情 報 を 入 力 し た 場 合 、 制 御 部 ２ ３
は 、 こ の 単 位 角 度 情 報 を も と に 設 定 さ れ た 各 回 転 角 度 と 、 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 に 対 応 す る 指 定
点 情 報 と を 用 い て 、 該 回 転 角 度 毎 の 指 定 切 断 面 を そ れ ぞ れ 演 算 出 力 す る 。 こ の 回 転 角 度 毎
の 指 定 切 断 面 が 設 定 さ れ た 場 合 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ は 、 制 御 部 ２ ３ が 画 像 デ ー タ 記
憶 部 １ １ か ら 読 み 出 し た ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 用 い て 、 こ の 回 転 角 度 毎 の 指 定 切 断 面 に お け
る ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を そ れ ぞ れ 作 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ４ ） 。 そ の 後 、 制 御 部 ２
３ は 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ が 作 成 し た 回 転 角 度 毎 の ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 該 回 転
角 度 と 対 応 付 け た 状 態 で 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ に 記 憶 す る 。 な お 、 こ の 単 位 角 度 情 報 は 、
制 御 部 ２ ３ が 指 定 切 断 面 を 演 算 出 力 す る 前 に 制 御 部 ２ ３ に 入 力 さ れ れ ば よ く 、 記 憶 部 １ ３
ａ ま た は 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ に 予 め 記 憶 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 こ こ で 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 基 準 断 層 像 を 観 察 し 、 所 望 の 関 心
領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い る か 否 か を 確 認 す る 。 所 望 の 関 心 領 域 が モ ニ タ ９ に 画
面 表 示 さ れ て い な い 場 合 、 操 作 者 は 、 入 力 装 置 ８ を 操 作 し て 、 制 御 部 ２ ３ を 角 度 情 報 の 入
力 受 付 状 態 に 切 り 換 え る 。 た と え ば 、 操 作 者 が 、 マ ウ ス を 用 い て カ ー ソ ル を 画 面 上 の 所 定
位 置 に 移 動 さ せ 、 そ の 後 、 マ ウ ス の ボ タ ン を 押 し た 場 合 に 、 制 御 部 ２ ３ は 、 角 度 情 報 の 入
力 受 付 状 態 に 切 り 換 え ら れ る 。 制 御 部 ２ ３ が 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え ら れ （ ス
テ ッ プ Ｓ ５ ０ ５ ， Ｙ ｅ ｓ ） 、 操 作 者 が 、 入 力 装 置 ８ に よ る ド ラ ッ グ 操 作 等 を 行 っ て 、 制 御
部 ２ ３ に 角 度 情 報 を 入 力 し た 場 合 、 制 御 部 ２ ３ は 、 こ の 角 度 情 報 を 上 述 し た 回 転 角 度 に 対
応 す る 角 度 と し て 受 け 付 け る と と も に 、 こ の 角 度 情 報 に 対 応 す る 回 転 角 度 の 指 定 切 断 面 に
お け る ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ か ら 読 み 出 し 、 表 示 回 路 １ ２ を 介
し て 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を モ ニ タ ９ に 送 出 す る 。 こ れ に よ っ て 、 制 御 部 １ ３ は
、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ に 対 応 す る ３ 次 元 指 定 断 層 像 を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る
（ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ６ ） 。
【 ０ １ ０ １ 】
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　 そ の 後 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 観 察 し 、 所 望 の 関 心
領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い る か 否 か を 確 認 す る 。 所 望 の 関 心 領 域 が モ ニ タ ９ に 画
面 表 示 さ れ て い な い 場 合 、 操 作 者 は 、 上 述 し た ３ 次 元 基 準 断 層 像 の 場 合 と 同 様 に 、 入 力 装
置 ８ を 操 作 し て 、 制 御 部 ２ ３ を 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え る 。 制 御 部 ２ ３ が 角 度
情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え ら れ （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ７ ， Ｙ ｅ ｓ ） 、 操 作 者 が 、 入 力 装 置
８ に よ る ド ラ ッ グ 操 作 等 を 行 っ て 、 制 御 部 ２ ３ に 角 度 情 報 を 入 力 し た 場 合 、 制 御 部 ２ ３ は
、 こ の 角 度 情 報 を 受 け 付 け る と と も に 、 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ６ 以 降 の 処 理 工 程 を 繰 り 返 す 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 一 方 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 基 準 断 層 像 を 観 察 し て 、 所 望 の 関 心
領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い る こ と を 確 認 し た 場 合 、 制 御 部 ２ ３ を 角 度 情 報 の 入 力
受 付 状 態 に 切 り 換 え る 操 作 を 行 わ な い 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ２ ３ は 、 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状
態 で は な く （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ５ ， Ｎ ｏ ） 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 の 基 準 切 断 面 を 回 転 さ せ
な い の で 、 モ ニ タ ９ は 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 が 画 面 表 示 さ れ た 状 態 を 維 持 す る 。 こ れ に
よ っ て 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た 所 望 の 関 心 領 域 を 観 察 す る こ と が で き 、 被
検 体 に 対 す る 超 音 波 診 断 を 達 成 で き る 。 ま た 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次
元 指 定 断 層 像 を 観 察 し て 、 所 望 の 関 心 領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い る こ と を 確 認 し
た 場 合 、 上 述 し た ３ 次 元 基 準 断 層 像 の 場 合 と 同 様 に 、 制 御 部 ２ ３ を 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状
態 に 切 り 換 え る 操 作 を 行 わ な い 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ２ ３ は 、 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態 で は
な く （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ７ ， Ｎ ｏ ） 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 の 指 定 切 断 面 を 回 転 さ せ な い の
で 、 モ ニ タ ９ は 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 が 画 面 表 示 さ れ た 状 態 を 維 持 す る 。 こ れ に よ っ て
、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た 所 望 の 関 心 領 域 を 観 察 す る こ と が で き 、 被 検 体 に
対 す る 超 音 波 診 断 を 達 成 で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 つ ぎ に 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ４ に お い て 、 制 御 部 ２ ３ が 、 入 力 さ れ た 単 位 角 度 情 報
を も と に 設 定 さ れ た 各 回 転 角 度 と 、 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 に 対 応 す る 指 定 点 情 報 と を 用 い て 、 該
回 転 角 度 毎 の 指 定 切 断 面 を そ れ ぞ れ 演 算 出 力 し て か ら 、 該 回 転 角 度 毎 の 指 定 切 断 面 に お け
る ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を そ れ ぞ れ 作 成 す る ま で の 処 理 （ ３ 次 元 指 定 断 層 像 作 成 処 理 ）
に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ ６ は 、 制 御 部 ２ ３ が ３ 次 元 指 定 断 層 像 作 成 処 理 を 達 成 す る
ま で の 処 理 工 程 を 詳 細 に 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ ７ は 、 制 御 部 ２ ３ が 回 転 角
度 毎 の 指 定 切 断 面 を 設 定 す る 処 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 １ ６ お よ び 図 １ ７ に お い て 、 制 御 部 ２ ３ が 、 入 力 装 置 ８ に よ る ボ タ ン 操 作 ま た は ド ラ
ッ グ 操 作 等 に よ っ て 入 力 さ れ た 単 位 角 度 情 報 を 受 け 付 け た 場 合 、 単 位 角 度 設 定 部 ２ ３ ａ は
、 こ の 単 位 角 度 情 報 に 対 応 す る 角 度 を 単 位 角 度 θ 1 と し て 設 定 す る と と も に 、 単 位 角 度 θ 1

の 整 数 倍 の 各 角 度 を 回 転 角 度 θ S と し て 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ １ ） 。 こ の 場 合 、 単 位
角 度 設 定 部 ２ ３ ａ は 、 得 ら れ る 回 転 角 度 θ S が １ ８ ０ ［ ｄ ｅ ｇ ． ］ を 超 え る ま で 、 次 式 （
８ ） に 基 づ く 回 転 角 度 の 演 算 出 力 を 行 い 、 得 ら れ た ｓ 個 の 回 転 角 度 θ 1 ， θ 2 ， … ， θ S を
基 準 切 断 面 Ｈ 0 の 回 転 角 度 と し て 設 定 す る 。
　 　 θ S ＝ ｓ θ 1 　 （ ｓ ＝ １ ， ２ ， ３ ， … ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・ ・ ・ （ ８ ）
【 ０ １ ０ ５ 】
　 な お 、 こ の 単 位 角 度 情 報 と し て 入 力 さ れ る 単 位 角 度 θ 1 は 、 １ ～ ５ ［ ｄ ｅ ｇ ． ］ 程 度 で
あ る こ と が 望 ま し く 、 こ れ に よ っ て 、 制 御 部 ２ ３ は 、 細 密 に 区 分 さ れ た 各 指 定 切 断 面 の ３
次 元 超 音 波 断 層 像 デ ー タ を 作 成 す る こ と が で き 、 た と え ば 、 毛 細 血 管 等 の 微 小 組 織 の 断 層
像 の 画 面 表 示 に 好 適 な 細 密 化 さ れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ は 、 単 位 角 度 設 定 部 ２ ３ ａ が 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 の 回 転 角 度 と し て 、
ｓ 個 の 回 転 角 度 θ 1 ， θ 2 ， … ， θ S を 設 定 し た 場 合 、 こ の 回 転 角 度 θ 1 ， θ 2 ， … ， θ S と 上
述 し た 指 定 点 情 報 と を も と に 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 が 直 線 Ｌ を 回 転 軸 と し て 回 転 角 度 θ 1 ， θ 2

， … ， θ S だ け 回 転 し た 各 平 面 を 演 算 出 力 し 、 制 御 部 ２ ３ は 、 こ の 演 算 出 力 さ れ た ｓ 個 の
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平 面 を 回 転 角 度 毎 の 指 定 切 断 面 と し て そ れ ぞ れ 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ２ ） 。 こ の 場 合
、 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ は 、 上 述 し た 式 （ １ ） お よ び 式 （ ５ ） に 基 づ き 、 回 転 角 度 θ 1 ， θ 2

， … ， θ S と 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 の 各 座 標 に 関 す る 情 報 と を 用 い て 、 こ れ ら の 各 平 面 を そ れ ぞ
れ 演 算 出 力 で き 、 制 御 部 ２ ３ は 、 図 １ ７ に 示 す よ う に 、 回 転 角 度 θ 1 ， θ 2 ， … ， θ S だ け
基 準 切 断 面 Ｈ 0 を 回 転 し た 各 平 面 を 回 転 角 度 毎 の 指 定 切 断 面 Ｈ 1 ， Ｈ 2 ， … ， Ｈ S と し て そ れ
ぞ れ 設 定 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 制 御 部 ２ ３ は 、 回 転 角 度 毎 の 指 定 切 断 面 Ｈ 1 ， Ｈ 2 ， … ， Ｈ S が 設 定 さ れ た 場 合 、 上 述 し
た ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ １ に お い て 作 成 し た ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ か ら 読 み
出 す （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ３ ） 。 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ は 、 制 御 部 ２ ３ が 画 像 デ ー タ 記 憶 部
１ １ か ら 読 み 出 し た ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 用 い て 、 回 転 角 度 毎 の 指 定 切 断 面 Ｈ 1 ， Ｈ 2 ， … ，
Ｈ S に お け る 各 ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 作 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ０ ４ ） 。 そ の 後 、 制 御
部 ２ ３ は 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ が 作 成 し た 各 ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 回 転 角 度 θ 1

， θ 2 ， … ， θ S と そ れ ぞ れ 対 応 付 け た 状 態 で 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ に 記 憶 す る 。 こ れ に よ
っ て 、 制 御 部 ２ ３ は 、 こ の 回 転 角 度 に 対 応 す る 角 度 情 報 が 入 力 さ れ た 場 合 に 、 該 角 度 情 報
に よ る 角 度 に 対 応 す る 回 転 角 度 の ３ 次 元 超 音 波 断 層 像 デ ー タ を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ か ら
読 み 出 す こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 つ ぎ に 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ６ に お い て 、 制 御 部 １ ３ が 、 基 準 切 断 面 の 回 転 角 度 と
し て 、 入 力 装 置 ８ の 操 作 に よ っ て 入 力 さ れ た 角 度 情 報 を 受 け 付 け て か ら 、 こ の 角 度 情 報 に
対 応 す る 回 転 角 度 の 指 定 切 断 面 に お け る ３ 次 元 指 定 断 層 像 を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る ま
で の ３ 次 元 指 定 断 層 像 表 示 処 理 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ ８ は 、 制 御 部 ２ ３ が 、 こ の
３ 次 元 指 定 断 層 像 表 示 処 理 を 達 成 す る ま で の 処 理 工 程 を 詳 細 に 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。 図 １ ８ に お い て 、 操 作 者 が 、 入 力 装 置 ８ に よ る ド ラ ッ グ 操 作 等 を 行 っ て 、 制 御 部 ２
３ に 角 度 情 報 を 入 力 し た 場 合 、 制 御 部 ２ ３ は 、 こ の 角 度 情 報 が 上 述 し た 基 準 切 断 面 Ｈ 0 の
回 転 角 度 θ 1 ， θ 2 ， … ， θ S の い ず れ か 一 つ に 対 応 す る か 否 か を 判 断 し 、 こ の 角 度 情 報 が
こ れ ら の 回 転 角 度 の い ず れ か 一 つ に 対 応 す る と 判 断 し た 場 合 に 、 こ の 対 応 す る 回 転 角 度 と
し て 、 こ の 角 度 情 報 に よ る 角 度 を 受 け 付 け る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ １ ） 。 こ れ と 同 時 に 、 制 御
部 ２ ３ は 、 こ の 角 度 情 報 に 対 応 す る 回 転 角 度 が 対 応 付 け ら れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を
画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ か ら 読 み 出 す （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ２ ） 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 た と え ば 、 制 御 部 ２ ３ は 、 回 転 角 度 θ 1 に 対 応 す る 角 度 情 報 が 入 力 さ れ た 場 合 、 こ の 角
度 情 報 に よ る 角 度 を 回 転 角 度 θ 1 に 対 応 す る 角 度 と し て 受 け 付 け る と と も に 、 こ の 回 転 角
度 θ 1 と 対 応 付 け ら れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ か ら 読 み 出 し 、
さ ら に 、 回 転 角 度 θ 2 に 対 応 す る 角 度 情 報 が 入 力 さ れ た 場 合 、 こ の 角 度 情 報 に よ る 角 度 を
回 転 角 度 θ 2 に 対 応 す る 角 度 と し て 受 け 付 け る と と も に 、 こ の 回 転 角 度 θ 2 と 対 応 付 け ら れ
た ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ か ら 読 み 出 す 。 す な わ ち 、 制 御 部 ２ ３
は 、 こ れ ら の 回 転 角 度 に 対 応 す る 角 度 情 報 が 順 次 入 力 さ れ た 場 合 、 順 次 入 力 さ れ た 角 度 情
報 に よ る 各 角 度 を 回 転 角 度 に 対 応 す る 角 度 と し て 順 次 受 け 付 け る と と も に 、 こ れ ら の 角 度
情 報 に 対 応 す る 回 転 角 度 毎 に 対 応 付 け ら れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 画 像 デ ー タ 記 憶 部
１ １ か ら 順 次 読 み 出 す こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 そ の 後 、 制 御 部 ２ ３ は 、 表 示 回 路 １ ２ を 介 し て 、 こ れ ら の 角 度 情 報 に 対 応 す る 回 転 角 度
毎 の ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を モ ニ タ ９ に 順 次 送 出 す る 。 こ れ に よ っ て 、 制 御 部 ２ ３ は 、
入 力 装 置 ８ を 用 い て 順 次 入 力 さ れ る 角 度 情 報 に 応 じ 、 該 角 度 情 報 に 対 応 す る 回 転 角 度 毎 の
３ 次 元 指 定 断 層 像 を モ ニ タ ９ に 順 次 画 面 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ７ ０ ３ ） 。
【 ０ １ １ １ 】
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 ２ で は 、 回 転 角 度 毎 に 設 定 さ れ た 各 指 定 切 断 面 に お け る ３ 次 元 指
定 断 層 像 デ ー タ が 、 該 回 転 角 度 と 対 応 付 け ら れ た 状 態 で 記 憶 さ れ る よ う に し て い た が 、 こ
の 発 明 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 回 転 角 度 毎 に 設 定 さ れ た 各 指 定 切 断 面 と 各 ３
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次 元 指 定 断 層 像 と を 対 応 付 け て 記 憶 し て も よ く 、 操 作 者 に よ っ て 角 度 情 報 が 入 力 さ れ た 場
合 に 、 こ の 角 度 情 報 と 既 知 の 指 定 点 情 報 と を 用 い て 指 定 切 断 面 を 演 算 出 力 し 、 得 ら れ た 指
定 切 断 面 と 対 応 付 け ら れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 読 み 出 す と と も に 、 該 ３ 次 元 指 定 断
層 像 デ ー タ に 対 応 す る ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 画 面 表 示 し て も よ い 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 ２ で は 、 基 準 切 断 面 の 回 転 角 度 に 関 す る 単 位 角
度 情 報 が 入 力 さ れ た 場 合 に 、 該 単 位 角 度 情 報 に 対 応 す る 単 位 角 度 が 整 数 倍 さ れ て 得 ら れ る
各 角 度 を こ の 基 準 切 断 面 の 回 転 角 度 と し て 設 定 す る と と も に 、 該 回 転 角 度 と 該 基 準 切 断 面
上 の 二 つ の 指 定 点 に 関 す る 指 定 点 情 報 と を 用 い て 、 該 回 転 角 度 毎 の 指 定 切 断 面 を 設 定 し 、
そ の 後 、 設 定 さ れ た 指 定 切 断 面 毎 の ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 作 成 す る と と も に 、 該 ３ 次
元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 各 回 転 角 度 と 対 応 付 け て 記 憶 す る よ う に し 、 操 作 者 が 回 転 角 度 に 対
応 す る 角 度 情 報 を 順 次 入 力 し た 場 合 に 、 順 次 入 力 さ れ た 角 度 情 報 に 対 応 す る 回 転 角 度 と 対
応 付 け ら れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 順 次 読 み 出 す と と も に 、 該 ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー
タ に 対 応 す る ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 順 次 画 面 表 示 す る よ う に 構 成 し て い る の で 、 角 度 情 報 が
入 力 さ れ て か ら 該 角 度 情 報 に 対 応 す る 回 転 角 度 毎 の ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 画 面 表 示 す る ま で
の 処 理 速 度 を 向 上 す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 操 作 者 が 順 次 入 力 し た 所 望 の 角 度 情 報
に 応 じ 、 該 角 度 情 報 に 対 応 す る 回 転 角 度 毎 の ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 効 率 的 に 順 次 画 面 表 示 す
る 超 音 波 診 断 装 置 を 実 現 で き る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 ま た 、 基 準 切 断 面 の 回 転 角 度 が 、 操 作 者 に よ っ て 入 力 さ れ る 単 位 角 度 情 報 に 対 応 す る 単
位 角 度 を 整 数 倍 し た 各 角 度 と し て 設 定 さ れ る の で 、 回 転 角 度 に つ い て 細 密 に 区 分 さ れ た 指
定 切 断 面 を 容 易 に 設 定 す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 回 転 角 度 に つ い て 細 密 に 区 分 さ れ
た ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 容 易 に 画 面 表 示 す る こ と が で き 、 関 心 領 域 が 毛 細 血 管 等 の 微 小 組 織
で あ っ て も 、 そ の 断 層 像 を 容 易 か つ 的 確 に 画 面 表 示 す る 超 音 波 診 断 装 置 を 実 現 で き る 。
【 ０ １ １ ４ 】
（ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 つ ぎ に 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ で は
、 位 置 デ ー タ と の 対 応 付 け が 行 わ れ た 複 数 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ を 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ 上 に 配
列 し た 場 合 に 、 配 列 さ れ た 全 て の ２ 次 元 画 像 デ ー タ に 対 し て 補 間 等 の 画 像 処 理 を 行 い 、 該
２ 次 元 画 像 デ ー タ に 対 応 す る ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 作 成 し て い た が 、 こ の 実 施 の 形 態 ３ で は
、 こ れ ら の ２ 次 元 画 像 デ ー タ 上 に 二 つ の 指 定 点 が 設 定 さ れ た 場 合 に 、 こ の 指 定 点 が そ れ ぞ
れ 設 定 さ れ た 二 つ の ２ 次 元 画 像 デ ー タ 間 に つ い て 補 間 等 の 画 像 処 理 を 行 い 、 該 二 つ の ２ 次
元 画 像 デ ー タ に 挟 ま れ た 範 囲 の ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 作 成 し て い る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 図 １ ９ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 例 示 す る ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。 こ の 超 音 波 診 断 装 置 ３ １ は 、 画 像 処 理 装 置 １ ０ に 代 え て 画 像 処 理 装 置 ３ ２ が
配 置 さ れ 、 画 像 処 理 装 置 ３ ２ に は 、 制 御 部 １ ３ に 代 え て 制 御 部 ３ ３ が 設 け ら れ る 。 制 御 部
３ ３ は 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ に 代 え て 画 像 デ ー タ 演 算 部 ３ ３ ａ を 有 し 、 制 御 部 １ ３ と
同 様 に 、 処 理 プ ロ グ ラ ム 等 の 各 種 デ ー タ が 記 憶 さ れ た Ｒ Ｏ Ｍ 、 各 演 算 パ ラ メ ー タ を 記 憶 す
る Ｒ Ａ Ｍ 、 お よ び 該 Ｒ Ｏ Ｍ に 記 憶 さ れ た 処 理 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ 等 を 用 い て 実 現
さ れ る 。 そ の 他 の 構 成 は 実 施 の 形 態 １ と 同 じ で あ り 、 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て
い る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 図 ２ ０ は 、 制 御 部 ３ ３ が 、 位 置 デ ー タ と の 対 応 付 け が 行 わ れ た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ
を 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ 上 に 配 列 し た 状 態 で 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ に 記 憶 し て か ら 、 該 ２ 次 元
画 像 デ ー タ を も と に 作 成 さ れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 画 面 表 示 す る ま で の 各 処 理 工 程 を 説 明
す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ２ １ は 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ 上 に 配 列 さ れ た 複 数 の ２ 次 元 画
像 デ ー タ を 用 い て 、 指 定 点 が 指 定 さ れ た ２ 次 元 画 像 デ ー タ 間 の ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 作 成 す
る 処 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ２ ０ お よ び 図 ２ １ に お い て 、 制 御 部 ３ ３ が 超 音 波 観 測 装 置
５ か ら ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ を 順 次 受 信 す る と と も に 位 置 デ ー タ 算 出 装 置 ７ か ら 位 置 デ
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ー タ を 順 次 受 信 し た 場 合 、 制 御 部 ３ ３ は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ の 場 合 と 同 様 に 、 受 信 し
た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ と 位 置 デ ー タ と の 対 応 付 け を 行 う と と も に 、 こ の 位 置 デ ー タ が
対 応 付 け ら れ た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ に 対 し て 、 図 ２ １ に 示 す よ う に 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ
ｚ に お け る 配 列 関 係 を 設 定 す る 。 そ の 後 、 制 御 部 ３ ３ は 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ に 配 列 さ れ た
ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ に 記 憶 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ １ ） 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 つ ぎ に 、 制 御 部 ３ ３ は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ の 場 合 と 同 様 に 、 入 力 装 置 ８ か ら 入 力 さ
れ た 画 面 表 示 処 理 に 関 す る 指 示 情 報 の も と 、 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ か ら 所 望 の ２ 次 元 画 像
デ ー タ を 読 み 出 す と と も に 、 こ の ２ 次 元 画 像 デ ー タ に 対 応 す る ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を モ ニ
タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る 。 操 作 者 が 入 力 装 置 ８ を 用 い て ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 の 二 つ の 所 望
位 置 に 関 す る 指 定 点 情 報 を 入 力 し た 場 合 、 制 御 部 ３ ３ は 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ と 同
様 に 、 ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ 1 ， Ｄ 2 ， … ， Ｄ n 上 に 、 こ の 指 定 点 情 報 に 対 応 す る 指 定
点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 を 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ２ ） 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ３ ３ は 、 図 ２ １ に 示 す よ
う に 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 上 に 指 定 点 Ｐ 1 を 設 定 し 、 ま た 、 ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 2 上 に
指 定 点 Ｐ 2 を 設 定 す る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 少 な く と も 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 が ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 ， Ｄ m 2 上 に 設 定 さ れ た 場 合 、 画 像 デ
ー タ 演 算 部 ３ ３ ａ は 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ に 配 列 さ れ た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ の 内 、 指 定
点 Ｐ 1 が 設 定 さ れ た ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 と 、 指 定 点 Ｐ 2 が 設 定 さ れ た ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ

m 2 と に よ っ て 挟 ま れ る 範 囲 （ 指 定 画 像 範 囲 ） に つ い て 、 各 ２ 次 元 画 像 デ ー タ 間 の 補 間 お よ
び 重 複 部 分 の 平 均 化 等 の 公 知 の 画 像 処 理 を 行 い 、 こ の 指 定 画 像 範 囲 の ３ 次 元 画 像 デ ー タ を
作 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ３ ） 。 そ の 後 、 制 御 部 ３ ３ は 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 ３ ３ ａ が 作 成
し た ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ に 記 憶 す る 。 な お 、 指 定 点 Ｐ 1 が 設 定 さ れ
た ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 と 、 指 定 点 Ｐ 2 が 設 定 さ れ た ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 2 と は 、 互 い に
隣 接 し た ２ 次 元 画 像 デ ー タ で な く て も よ い 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 一 方 、 切 断 面 演 算 部 １ ３ ｃ は 、 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 が ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ m 1 ， Ｄ m 2 上 に そ れ
ぞ れ 設 定 さ れ た 場 合 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ と 同 様 に 、 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 を 含 む 基 準 平
面 と 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 を 通 過 す る 直 線 Ｌ と を 演 算 出 力 す る 。 制 御 部 ３ ３ は 、 図 ５ に 示 し た よ
う に 、 こ の 基 準 平 面 を 基 準 切 断 面 Ｈ 0 と し て 設 定 す る と と も に 、 直 線 Ｌ を 基 準 切 断 面 Ｈ 0 の
回 転 軸 と し て 設 定 し 、 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ３ に お い て 作 成 さ れ た 指 定 画 像 範 囲 の ３ 次
元 画 像 デ ー タ を 用 い て 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 に お け る ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ を 作 成 す る 。 そ
の 後 、 制 御 部 ３ ３ は 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ と 同 様 に 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ
を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ に 記 憶 す る と と も に 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ に 対 応 す る ３
次 元 基 準 断 層 像 を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ４ ） 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 基 準 断 層 像 を 観 察 し 、 所 望 の 関 心
領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い る か 否 か を 確 認 す る 。 所 望 の 関 心 領 域 が モ ニ タ ９ に 画
面 表 示 さ れ て い な い 場 合 、 操 作 者 は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ の 場 合 と 同 様 に 、 入 力 装 置 ８
を 操 作 し て 、 制 御 部 ３ ３ を 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え る 。 た と え ば 、 操 作 者 が 、
マ ウ ス を 用 い て カ ー ソ ル を 画 面 上 の 所 定 位 置 に 移 動 さ せ 、 そ の 後 、 マ ウ ス の ボ タ ン を 押 し
た 場 合 に 、 制 御 部 ３ ３ は 、 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え ら れ る 。 制 御 部 ３ ３ が 角 度
情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え ら れ （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ５ ， Ｙ ｅ ｓ ） 、 操 作 者 が 、 入 力 装 置
８ に よ る ド ラ ッ グ 操 作 等 を 行 っ て 、 制 御 部 ３ ３ に 角 度 情 報 を 入 力 し た 場 合 、 制 御 部 ３ ３ は
、 入 力 装 置 ８ か ら 入 力 さ れ た 角 度 情 報 を 受 け 付 け る 。 つ ぎ に 、 制 御 部 ３ ３ は 、 上 述 し た ス
テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ と 同 様 に 、 こ の 角 度 情 報 に 対 応 す る 角 度 θ と 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 に 対 応 す る 指
定 点 情 報 と を 用 い て 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 を 角 度 θ だ け 回 転 し た 指 定 切 断 面 Ｈ を 設 定 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 画 像 デ ー タ 演 算 部 ３ ３ ａ は 、 指 定 切 断 面 Ｈ が 設 定 さ れ た 場 合 、 制 御 部 ３ ３ が 画 像 デ ー タ
記 憶 部 １ １ か ら 読 み 出 し た 指 定 画 像 範 囲 の ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 用 い て 、 指 定 切 断 面 Ｈ に お
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け る ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 作 成 す る 。 そ の 後 、 制 御 部 ３ ３ は 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 ３ ３
ａ が 作 成 し た ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ に 記 憶 す る と と も に 、 表 示
回 路 １ ２ を 介 し て 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を モ ニ タ ９ に 送 出 す る 。 こ れ に よ っ て 、
制 御 部 ３ ３ は 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ に 対 応 す る ３ 次 元 指 定 断 層 像 を モ ニ タ ９ に 画
面 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ６ ） 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 そ の 後 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 観 察 し 、 所 望 の 関 心
領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い る か 否 か を 確 認 す る 。 所 望 の 関 心 領 域 が モ ニ タ ９ に 画
面 表 示 さ れ て い な い 場 合 、 操 作 者 は 、 上 述 し た ３ 次 元 基 準 断 層 像 の 場 合 と 同 様 に 、 入 力 装
置 ８ を 操 作 し て 、 制 御 部 ３ ３ を 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え る 。 制 御 部 ３ ３ が 角 度
情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え ら れ （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ７ ， Ｙ ｅ ｓ ） 、 操 作 者 が 、 入 力 装 置
８ に よ る ド ラ ッ グ 操 作 等 を 行 っ て 、 制 御 部 ３ ３ に 角 度 情 報 を 入 力 し た 場 合 、 制 御 部 ３ ３ は
、 こ の 角 度 情 報 を 受 け 付 け る と と も に 、 ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ６ 以 降 の 処 理 工 程 を 繰 り 返 す 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 一 方 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 基 準 断 層 像 を 観 察 し て 、 所 望 の 関 心
領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い る こ と を 確 認 し た 場 合 、 制 御 部 ３ ３ を 角 度 情 報 の 入 力
受 付 状 態 に 切 り 換 え る 操 作 を 行 わ な い 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ３ ３ は 、 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状
態 で は な く （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ０ ５ ， Ｎ ｏ ） 、 こ の 基 準 切 断 面 Ｈ 0 を 回 転 さ せ な い の で 、 モ ニ
タ ９ は 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 が 画 面 表 示 さ れ た 状 態 を 維 持 す る 。 こ れ に よ っ て 、 操 作 者
は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た 所 望 の 関 心 領 域 を 観 察 す る こ と が で き 、 被 検 体 に 対 す る 超
音 波 診 断 を 達 成 で き る 。 ま た 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 を
観 察 し て 、 所 望 の 関 心 領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い る こ と を 確 認 し た 場 合 、 上 述 し
た ３ 次 元 基 準 断 層 像 の 場 合 と 同 様 に 、 制 御 部 ３ ３ を 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え る
操 作 を 行 わ な い 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ３ ３ は 、 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態 で は な く （ ス テ ッ プ
Ｓ ８ ０ ７ ， Ｎ ｏ ） 、 こ の 指 定 切 断 面 Ｈ を 回 転 さ せ な い の で 、 モ ニ タ ９ は 、 こ の ３ 次 元 指 定
断 層 像 が 画 面 表 示 さ れ た 状 態 を 維 持 す る 。 こ れ に よ っ て 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示
さ れ た 所 望 の 関 心 領 域 を 観 察 す る こ と が で き 、 被 検 体 に 対 す る 超 音 波 診 断 を 達 成 で き る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 ３ で は 、 指 定 画 像 範 囲 の ３ 次 元 画 像 デ ー タ が 作 成 さ れ 、 そ の 後 、
基 準 切 断 面 と 該 基 準 切 断 面 の 回 転 軸 と が 設 定 さ れ た 場 合 を 例 示 し た が 、 こ の 発 明 は 、 こ れ
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 指 定 画 像 範 囲 の ３ 次 元 画 像 デ ー タ は 、 ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー
タ の 作 成 処 理 が 開 始 さ れ る 前 に 作 成 さ れ れ ば よ い 。 こ の 場 合 、 指 定 画 像 範 囲 の ３ 次 元 画 像
デ ー タ は 、 基 準 切 断 面 と 該 基 準 切 断 面 の 回 転 軸 と が 設 定 さ れ た 後 に 作 成 さ れ て も よ い 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 ３ で は 、 入 力 さ れ た 角 度 情 報 に 対 応 す る 角 度 の 指 定 切 断 面 に つ い
て ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 作 成 し た 場 合 に 適 用 し た が 、 こ の 発 明 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で
は な く 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 ２ に 示 し た よ う に 、 単 位 角 度 を 用 い て 設 定 さ れ た 回 転 角 度 毎
の ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 作 成 し た 場 合 に 適 用 し て も よ い 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 ３ で は 、 位 置 デ ー タ が 対 応 付 け ら れ た 複 数 の ２
次 元 画 像 デ ー タ 上 に 二 つ の 指 定 点 が 設 定 さ れ た 場 合 、 各 指 定 点 が そ れ ぞ れ 設 定 さ れ た 二 つ
の ２ 次 元 画 像 デ ー タ に よ っ て 挟 ま れ た 範 囲 、 す な わ ち 指 定 画 像 範 囲 に つ い て 補 間 等 の 画 像
処 理 を 行 い 、 こ の 指 定 画 像 範 囲 の ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 作 成 す る よ う に 構 成 し て い る の で 、
当 該 装 置 の 記 憶 容 量 を 可 能 な 限 り 節 約 し て 、 ３ 次 元 基 準 断 層 像 ま た は ３ 次 元 指 定 断 層 像 を
作 成 す る 処 理 を 行 う 場 合 に 制 御 部 に か か る 負 荷 を 軽 減 す る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 補
間 等 の 画 像 処 理 の 高 速 化 を 促 進 し 、 所 望 の 関 心 領 域 の 断 層 像 を 短 時 間 で 画 面 表 示 す る 超 音
波 診 断 装 置 を 実 現 で き る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
（ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 つ ぎ に 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ ～ ３
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で は 、 所 望 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ に 対 応 す る ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を 用 い て 、 指 定 点 情 報 の 入
力 を 行 っ た 場 合 に 、 こ の ２ 次 元 画 像 デ ー タ 上 に 指 定 点 が 設 定 さ れ る よ う に 構 成 し て い た が
、 こ の 実 施 の 形 態 ４ で は 、 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 用 い て 、 指 定 点 情 報 の 入 力
が 行 わ れ た 場 合 に 、 既 に 設 定 さ れ て い る 指 定 点 に 関 す る 各 デ ー タ を 更 新 し て い る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 図 ２ ２ は 、 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 例 示 す る ブ ロ ッ
ク 図 で あ る 。 こ の 超 音 波 診 断 装 置 ４ １ は 、 画 像 処 理 装 置 １ ０ に 代 え て 画 像 処 理 装 置 ４ ２ が
配 置 さ れ 、 画 像 処 理 装 置 ４ ２ に は 、 制 御 部 １ ３ に 代 え て 、 更 新 処 理 部 ４ ３ ａ を 備 え た 制 御
部 ４ ３ が 設 け ら れ る 。 制 御 部 ４ ３ は 、 制 御 部 １ ３ と 同 様 に 、 処 理 プ ロ グ ラ ム 等 の 各 種 デ ー
タ が 記 憶 さ れ た Ｒ Ｏ Ｍ 、 各 演 算 パ ラ メ ー タ を 記 憶 す る Ｒ Ａ Ｍ 、 お よ び 該 Ｒ Ｏ Ｍ に 記 憶 さ れ
た 処 理 プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る Ｃ Ｐ Ｕ 等 を 用 い て 実 現 さ れ る 。 そ の 他 の 構 成 は 実 施 の 形 態 １
と 同 じ で あ り 、 同 一 構 成 部 分 に は 同 一 符 号 を 付 し て い る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 図 ２ ３ は 、 制 御 部 ４ ３ が 、 位 置 デ ー タ と の 対 応 付 け が 行 わ れ た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ
を 用 い て ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 作 成 し て か ら 、 該 ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 用 い て 作 成 さ れ た ３ 次
元 指 定 断 層 像 デ ー タ に 対 応 す る ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 画 面 表 示 し 、 そ の 後 、 こ の ３ 次 元 指 定
断 層 像 を 用 い て 指 定 点 情 報 の 入 力 が 行 わ れ た 場 合 に 、 既 に 設 定 さ れ て い る 指 定 点 が 更 新 さ
れ る ま で の 各 処 理 工 程 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ２ ４ は 、 画 面 表 示 さ れ た ３ 次
元 指 定 断 層 像 を 用 い て 指 定 点 情 報 が 入 力 さ れ た 場 合 に 既 に 設 定 さ れ て い る 指 定 点 を 更 新 す
る 処 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 図 ２ ３ お よ び 図 ２ ４ に お い て 、 制 御 部 ４ ３ が 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ の 場 合 と 同 様 に 、
受 信 し た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ と 位 置 デ ー タ と の 対 応 付 け を 行 う と と も に 、 こ の 位 置 デ
ー タ が 対 応 付 け ら れ た ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ に 対 し て 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ に お け る 配 列
関 係 を 設 定 し た 場 合 、 画 像 デ ー タ 演 算 部 １ ３ ｂ は 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ と 同 様 に 、
こ の ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ に 対 し て 補 間 等 の 画 像 処 理 を 行 い 、 空 間 座 標 系 ｘ ｙ ｚ 上 に ３
次 元 画 像 デ ー タ を 作 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ １ ） 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 つ ぎ に 、 制 御 部 ４ ３ は 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 １ の 場 合 と 同 様 に 、 入 力 装 置 ８ か ら 入 力 さ
れ た 画 面 表 示 処 理 に 関 す る 指 示 情 報 の も と 、 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ か ら 所 望 の ２ 次 元 画 像
デ ー タ を 読 み 出 す と と も に 、 こ の ２ 次 元 画 像 デ ー タ に 対 応 す る ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 を モ ニ
タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る 。 操 作 者 が 入 力 装 置 ８ を 用 い て ２ 次 元 超 音 波 断 層 像 上 の 二 つ の 所 望
位 置 に 関 す る 指 定 点 情 報 を 入 力 し た 場 合 、 制 御 部 ４ ３ は 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ と 同
様 に 、 ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ 1 ， Ｄ 2 ， … ， Ｄ n 上 に 、 こ の 指 定 点 情 報 に 対 応 す る 指 定
点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 を 設 定 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ２ ） 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 少 な く と も 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 が ｎ 個 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ Ｄ 1 ， Ｄ 2 ， … ， Ｄ n 上 に 設 定 さ れ
た 場 合 、 制 御 部 ４ ３ は 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ と 同 様 に 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 と 基 準 切 断
面 Ｈ 0 の 回 転 軸 で あ る 直 線 Ｌ と を 設 定 し 、 さ ら に 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ １ に お い て 作 成 し た ３
次 元 画 像 デ ー タ を 用 い 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 に お け る ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ を 作 成 す る 。 そ
の 後 、 制 御 部 ４ ３ は 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ と 同 様 に 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ
を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ に 記 憶 す る と と も に 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ に 対 応 す る ３
次 元 基 準 断 層 像 を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ３ ） 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 ３ 次 元 基 準 断 層 像 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た 場 合 、 操 作 者 は 、 こ の 画 面 表 示 さ れ た ３
次 元 基 準 断 層 像 を 観 察 し 、 所 望 の 関 心 領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い る か 否 か を 確 認
す る 。 所 望 の 関 心 領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い な い 場 合 、 操 作 者 は 、 上 述 し た 実 施
の 形 態 １ の 場 合 と 同 様 に 、 入 力 装 置 ８ を 操 作 し て 、 制 御 部 ４ ３ を 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態
に 切 り 換 え る 。 た と え ば 、 操 作 者 が 、 マ ウ ス を 用 い て カ ー ソ ル を 画 面 上 の 所 定 位 置 に 移 動
さ せ 、 そ の 後 、 マ ウ ス の ボ タ ン を 押 し た 場 合 に 、 制 御 部 ４ ３ は 、 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態
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に 切 り 換 え ら れ る 。 制 御 部 ４ ３ が 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え ら れ （ ス テ ッ プ Ｓ ９
０ ４ ， Ｙ ｅ ｓ ） 、 操 作 者 が 、 入 力 装 置 ８ に よ る ド ラ ッ グ 操 作 等 を 行 っ て 、 制 御 部 ４ ３ に 角
度 情 報 を 入 力 し た 場 合 、 制 御 部 ４ ３ は 、 入 力 装 置 ８ か ら 入 力 さ れ た 角 度 情 報 を 受 け 付 け る
。 つ ぎ に 、 制 御 部 ４ ３ は 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ と 同 様 に 、 こ の 角 度 情 報 に 対 応 す る
角 度 θ と 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 に 対 応 す る 指 定 点 情 報 と を 用 い て 、 基 準 切 断 面 Ｈ 0 を 角 度 θ だ け
回 転 し た 指 定 切 断 面 Ｈ を 設 定 し 、 こ の 指 定 切 断 面 Ｈ と 、 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １ か ら 読 み 出
し た ３ 次 元 画 像 デ ー タ と を 用 い て 、 指 定 切 断 面 Ｈ に お け る ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 作 成
す る 。 そ の 後 、 制 御 部 ４ ３ は 、 作 成 し た ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を 画 像 デ ー タ 記 憶 部 １ １
に 記 憶 す る と と も に 、 表 示 回 路 １ ２ を 介 し て 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ を モ ニ タ ９ に
送 出 す る 。 こ れ に よ っ て 、 制 御 部 ４ ３ は 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 デ ー タ に 対 応 す る ３ 次 元
指 定 断 層 像 を モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ せ る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ６ ） 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 そ の 後 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 観 察 し 、 所 望 の 関 心
領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い る か 否 か を 確 認 す る 。 所 望 の 関 心 領 域 が モ ニ タ ９ に 画
面 表 示 さ れ て い な い 場 合 、 操 作 者 は 、 上 述 し た ３ 次 元 基 準 断 層 像 の 場 合 と 同 様 に 、 入 力 装
置 ８ を 操 作 し て 、 制 御 部 ４ ３ を 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え る 。 制 御 部 ４ ３ が 角 度
情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え ら れ （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ６ ， Ｙ ｅ ｓ ） 、 操 作 者 が 、 入 力 装 置
８ に よ る ド ラ ッ グ 操 作 等 を 行 っ て 、 制 御 部 ４ ３ に 角 度 情 報 を 入 力 し た 場 合 、 制 御 部 ４ ３ は
、 こ の 角 度 情 報 を 受 け 付 け る と と も に 、 ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ５ 以 降 の 処 理 工 程 を 繰 り 返 す 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 一 方 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 基 準 断 層 像 を 観 察 し て 、 所 望 の 関 心
領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い る こ と を 確 認 し た 場 合 、 制 御 部 ４ ３ を 角 度 情 報 の 入 力
受 付 状 態 に 切 り 換 え る 操 作 を 行 わ な い 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ４ ３ は 、 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状
態 で は な く （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ４ ， Ｎ ｏ ） 、 こ の 基 準 切 断 面 Ｈ 0 を 回 転 さ せ な い の で 、 モ ニ
タ ９ は 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 が 画 面 表 示 さ れ た 状 態 を 維 持 す る 。 こ の 場 合 、 操 作 者 は 、
モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 基 準 断 層 像 に よ る 所 望 の 関 心 領 域 を 観 察 す る こ と が で き
る 。 そ の 後 、 操 作 者 が 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 上 の 指 定 点 に 対 し て 更 新 対 象 の 指 定 を 行 わ
な い 場 合 、 制 御 部 ４ ３ は 、 更 新 す る 指 定 点 に 関 す る 指 定 点 情 報 の 入 力 受 付 状 態 で は な く （
ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ７ ， Ｎ ｏ ） 、 該 指 定 点 情 報 の 入 力 受 付 を 行 わ な い の で 、 後 述 す る 指 定 点 更
新 処 理 を 行 わ ず 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 上 に 表 示 さ れ た 指 定 点 の 設 定 を 維 持 す る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 他 方 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 観 察 し て 、 所 望 の 関 心
領 域 が モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ て い る こ と を 確 認 し た 場 合 、 上 述 し た ３ 次 元 基 準 断 層 像 の
場 合 と 同 様 に 、 制 御 部 ４ ３ を 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え る 操 作 を 行 わ な い 。 こ の
場 合 、 制 御 部 ４ ３ は 、 角 度 情 報 の 入 力 受 付 状 態 で は な く （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ６ ， Ｎ ｏ ） 、 こ
の 指 定 切 断 面 Ｈ を 回 転 さ せ な い の で 、 モ ニ タ ９ は 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 が 画 面 表 示 さ れ
た 状 態 を 維 持 す る 。 こ の 場 合 、 操 作 者 は 、 モ ニ タ ９ に 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 に
よ る 所 望 の 関 心 領 域 を 観 察 す る こ と が で き る 。 そ の 後 、 操 作 者 が 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像
上 の 指 定 点 に 対 し て 更 新 対 象 の 指 定 を 行 わ な い 場 合 、 制 御 部 ４ ３ は 、 更 新 す る 指 定 点 に 関
す る 指 定 点 情 報 の 入 力 受 付 状 態 で は な く （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ７ ， Ｎ ｏ ） 、 該 指 定 点 情 報 の 入
力 受 付 を 行 わ な い の で 、 後 述 す る 指 定 点 更 新 処 理 を 行 わ ず 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 上 に 表
示 さ れ た 指 定 点 の 設 定 を 維 持 す る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 こ こ で 、 操 作 者 が 、 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 基 準 断 層 像 ま た は ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 観 察 す
る と と も に 、 入 力 装 置 ８ を 用 い て 、 た と え ば 、 画 面 表 示 さ れ た カ ー ソ ル を 更 新 対 象 の 指 定
点 に 移 動 さ せ る と と も に 該 指 定 点 を 指 定 す る 操 作 を 行 い 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 上 ま た は
３ 次 元 指 定 断 層 像 上 に 重 畳 的 に 表 示 さ れ た 更 新 対 象 の 指 定 点 を 指 定 し た 場 合 、 制 御 部 ４ ３
は 、 新 規 に 指 定 さ れ る 指 定 点 に 関 す る 指 定 点 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え ら れ る 。 制 御
部 ４ ３ が 、 こ の 指 定 点 情 報 の 入 力 受 付 状 態 に 切 り 換 え ら れ （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ７ ， Ｙ ｅ ｓ ）
、 操 作 者 が 、 入 力 装 置 ８ に よ る ド ラ ッ グ 操 作 ま た は ボ タ ン 操 作 等 を 行 っ て 、 こ の 指 定 点 情
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報 を 制 御 部 ４ ３ に 入 力 し た 場 合 、 制 御 部 ４ ３ は 、 更 新 対 象 と し て 指 定 さ れ た 指 定 点 の 更 新
情 報 と し て 、 こ の 指 定 点 情 報 を 受 け 付 け る 。 そ の 後 、 制 御 部 ４ ３ は 、 こ の 指 定 点 情 報 を 用
い て 指 定 点 更 新 処 理 を 行 い 、 こ の 更 新 対 象 の 指 定 点 を 該 指 定 点 情 報 に 対 応 す る 新 規 の 指 定
点 に 更 新 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ８ ） 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 た と え ば 、 操 作 者 が 、 入 力 装 置 ８ を 用 い て 、 ３ 次 元 指 定 断 層 像 Ｗ 上 に 重 畳 的 に 表 示 さ れ
た 指 定 点 Ｐ 2 の 更 新 を 指 定 し 、 そ の 後 、 指 定 点 Ｐ 2 を 更 新 す る 指 定 点 情 報 を 入 力 し た 場 合 、
制 御 部 ４ ３ は 、 入 力 さ れ た 指 定 点 情 報 を 指 定 点 Ｐ 2 の 更 新 情 報 と し て 受 け 付 け る と と も に
、 図 ２ ４ に 示 す よ う に 、 こ の 指 定 点 情 報 に 対 応 す る 指 定 点 Ｐ 2 a を ３ 次 元 指 定 断 層 像 Ｗ 上 に
新 規 に 設 定 す る 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ４ ３ は 、 指 定 点 Ｐ 2 を 指 定 点 Ｐ 2 a に 更 新 し 、 こ れ に よ
っ て 、 こ の 指 定 点 更 新 処 理 を 達 成 す る 。 な お 、 制 御 部 ４ ３ は 、 ３ 次 元 指 定 断 層 像 Ｗ 上 に 重
畳 的 に 表 示 さ れ た 指 定 点 Ｐ 1 の 更 新 が 指 定 さ れ 、 そ の 後 、 指 定 点 Ｐ 1 を 更 新 す る 指 定 点 情 報
が 入 力 さ れ た 場 合 も 、 こ の 指 定 点 Ｐ 2 の 場 合 と 同 様 に 、 指 定 点 Ｐ 1 に 対 す る 指 定 点 更 新 処 理
を 達 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 制 御 部 ４ ３ は 、 図 １ １ に 例 示 し た ３ 次 元 基 準 断 層 像 Ｗ 0

上 に 重 畳 的 に 表 示 さ れ た 指 定 点 Ｐ 1 ま た は 指 定 点 Ｐ 2 の 更 新 が 指 定 さ れ 、 そ の 後 、 指 定 点 Ｐ

1 ま た は 指 定 点 Ｐ 2 を 更 新 す る 指 定 点 情 報 が 入 力 さ れ た 場 合 も 、 こ の ３ 次 元 指 定 断 層 像 の 場
合 と 同 様 に 、 指 定 点 Ｐ 1 ま た は 指 定 点 Ｐ 2 に 対 す る 指 定 点 更 新 処 理 を 達 成 す る こ と が で き る
。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 基 準 断 層 像 上 ま た は ３ 次 元 指 定 断 層 像 上 の 二 つ の 指 定 点 の 少 な く
と も 一 つ が 更 新 さ れ た 場 合 、 制 御 部 ４ ３ は 、 最 新 の 二 つ の 指 定 点 に 関 す る 指 定 点 情 報 を 用
い て 、 上 述 し た ス テ ッ プ Ｓ ９ ０ ３ 以 降 の 処 理 工 程 を 繰 り 返 す 。 こ の 場 合 、 制 御 部 ４ ３ は 、
こ の 最 新 の 指 定 点 情 報 を 用 い て 、 二 つ の 指 定 点 を 含 む 基 準 切 断 面 と 該 基 準 切 断 面 の 回 転 軸
と を 更 新 す る と と も に 、 ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ を 更 新 し 、 該 ３ 次 元 基 準 断 層 像 デ ー タ に
対 応 す る ３ 次 元 基 準 断 層 像 と 、 更 新 さ れ た 回 転 軸 に 対 応 す る 補 助 線 と を モ ニ タ ９ に 画 面 表
示 さ せ る 。 こ の 補 助 線 Ｌ 2 は 、 図 ２ ４ に 示 す よ う に 、 指 定 点 更 新 処 理 後 の 最 新 の 指 定 点 、
た と え ば 、 指 定 点 Ｐ 1 ， Ｐ 2 a を 通 過 す る 直 線 と し て 画 面 表 示 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 な お 、 こ の 実 施 の 形 態 ４ で は 、 入 力 さ れ た 角 度 情 報 に 対 応 す る 角 度 の 指 定 切 断 面 に つ い
て ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 作 成 し た 場 合 に 適 用 し た が 、 こ の 発 明 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で
は な く 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 ２ に 示 し た よ う に 、 単 位 角 度 を 用 い て 設 定 さ れ た 回 転 角 度 毎
の ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 作 成 し た 場 合 に 適 用 し て も よ い し 、 上 述 し た 実 施 の 形 態 ３ に 示 し た
よ う に 、 指 定 点 が 設 定 さ れ た 二 つ の ２ 次 元 画 像 デ ー タ 間 に 対 し て 補 間 等 の 画 像 処 理 を 行 い
、 こ の 指 定 画 像 範 囲 の ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 作 成 し た 場 合 に 適 用 し て も よ い 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 以 上 に 説 明 し た よ う に 、 こ の 実 施 の 形 態 ４ で は 、 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 基 準 断 層 像 上 ま
た は ３ 次 元 指 定 断 層 像 上 に 表 示 さ れ た 指 定 点 に 対 し て 更 新 対 象 の 指 定 が 行 わ れ 、 そ の 後 、
こ の 指 定 点 の 更 新 処 理 に 関 す る 新 規 の 指 定 点 情 報 が 、 こ の ３ 次 元 基 準 断 層 像 上 ま た は ３ 次
元 指 定 断 層 像 上 に 入 力 さ れ た 場 合 に 、 こ の 更 新 対 象 の 指 定 点 を 新 規 の 指 定 点 情 報 に 対 応 す
る 指 定 点 に 更 新 す る 処 理 を 行 う と と も に 、 該 処 理 後 の 最 新 の 指 定 点 に 関 す る 指 定 点 情 報 を
用 い て 、 基 準 切 断 面 と 該 基 準 切 断 面 の 回 転 軸 と を 更 新 す る よ う に 構 成 し て い る の で 、 ２ 次
元 画 像 デ ー タ 上 に 設 定 さ れ た 指 定 点 に 対 す る 更 新 作 業 の 短 時 間 化 を 促 進 す る と と も に 、 該
２ 次 元 画 像 デ ー タ を も と に 作 成 さ れ た ３ 次 元 画 像 デ ー タ に 対 し て 、 所 望 の 断 層 像 が 表 示 さ
れ る 切 断 面 を 容 易 に 設 定 で き る 超 音 波 診 断 装 置 を 実 現 す る こ と が で き る 。 操 作 者 は 、 こ の
超 音 波 診 断 装 置 を 用 い た 場 合 、 体 腔 内 の 特 徴 的 部 位 ま た は 患 部 等 の 関 心 領 域 が 的 確 に 表 示
さ れ た 断 層 像 を 容 易 に 探 し 出 す こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 、 患 者 の 体 腔 内 を 検 査 す る 超 音
波 診 断 の 作 業 効 率 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 ま た 、 こ の 実 施 の 形 態 ４ で は 、 胆 管 膵 管 合 流 部 等 の 体 腔 内 の 特 徴 的 部 位 を 画 面 表 示 し た
後 、 こ の 特 徴 的 部 位 の 全 体 が 画 面 表 示 さ れ た 状 態 で 指 定 点 を 更 新 し 、 該 更 新 後 の 指 定 点 を
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通 る 直 線 を 回 転 軸 と し て 、 切 断 面 を 回 転 す る よ う に 構 成 し た の で 、 操 作 者 、 す な わ ち 術 者
は 、 一 旦 胆 管 膵 管 合 流 部 等 を 観 察 し 、 そ の 後 、 た と え ば 膵 管 の 周 囲 に お け る 腫 瘍 の 有 無 を
さ ら に 確 認 し た い 場 合 に 、 ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 作 成 す る 処 理 か ら 当 該 超 音 波 診 断 装 置 を 操
作 し 直 す こ と な く 、 所 望 の 断 層 像 を 画 面 表 示 す る 操 作 を 簡 便 に 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ４ ３ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 例 示 す る ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 位 置 デ ー タ と の 対 応 付 け が 行 わ れ た ２ 次 元 画 像 デ ー タ を 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 位 置 デ ー タ と の 対 応 付 け が 行 わ れ た 複 数 の ２ 次 元 画 像 デ ー タ を 空 間 座 標 に 配 列 す
る 動 作 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 が 、 所 望 の ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 画
面 表 示 す る ま で の 各 処 理 工 程 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 ２ 次 元 画 像 デ ー タ 上 に 設 定 さ れ た 二 つ の 指 定 点 を 通 過 す る 直 線 と 基 準 切 断 面 と の
設 定 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 こ の 実 施 の 形 態 １ の 切 断 面 演 算 部 が 指 定 切 断 面 を 演 算 出 力 す る 処 理 を 説 明 す る 図
で あ る 。
【 図 ７ 】 二 つ の 指 定 点 が 設 定 さ れ る ま で の 処 理 工 程 を 詳 細 に 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ
る 。
【 図 ８ 】 第 １ 指 定 点 設 定 処 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ２ 指 定 点 設 定 処 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 が ３ 次 元 基 準 断 層 像 表 示 処 理 を
達 成 す る ま で の 処 理 工 程 を 詳 細 に 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 が ３ 次 元 基 準 断 層 像 を 画 面 表 示
し た 状 態 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 が ３ 次 元 指 定 断 層 像 表 示 処 理 を
達 成 す る ま で の 処 理 工 程 を 詳 細 に 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 １ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 が ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 画 面 表 示
し た 状 態 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 例 示 す る ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 が ３ 次 元 指 定 断 層 像 ま た は ３ 次
元 基 準 断 層 像 を 画 面 表 示 す る ま で の 各 処 理 工 程 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ６ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 が ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 作 成 す る
ま で の 処 理 工 程 を 詳 細 に 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ７ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 が 回 転 角 度 毎 の 指 定 切 断 面 を 設
定 す る 処 理 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 が ３ 次 元 指 定 断 層 像 表 示 処 理 を
達 成 す る ま で の 処 理 工 程 を 詳 細 に 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ９ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 例 示 す る ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 が ３ 次 元 指 定 断 層 像 を 画 面 表 示
す る ま で の 各 処 理 工 程 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ １ 】 指 定 点 が 指 定 さ れ た ２ 次 元 画 像 デ ー タ 間 の ３ 次 元 画 像 デ ー タ を 作 成 す る 処 理 を
説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ２ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 例 示 す る ブ ロ ッ ク
図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 こ の 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ で あ る 超 音 波 診 断 装 置 が 指 定 点 更 新 処 理 を 行 う ま で の
各 処 理 工 程 を 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 画 面 表 示 さ れ た ３ 次 元 指 定 断 層 像 上 の 指 定 点 に 対 す る 指 定 点 更 新 処 理 を 説 明 す
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る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ４ ４ 】
　 １ ， ２ １ ， ３ １ ， ４ １ 　 超 音 波 診 断 装 置
　 ２ 　 プ ロ ー ブ
　 ３ 　 挿 入 部
　 ３ ａ 　 超 音 波 振 動 子
　 ３ ｂ 　 シ ャ フ ト
　 ４ 　 操 作 部
　 ４ ａ 　 モ ー タ
　 ５ 　 超 音 波 観 測 装 置
　 ６ ａ 　 送 信 コ イ ル
　 ６ ｂ 　 受 信 ア ン テ ナ
　 ７ 　 位 置 デ ー タ 算 出 装 置
　 ８ 　 入 力 装 置
　 ９ 　 モ ニ タ
　 １ ０ ， ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ 　 画 像 処 理 装 置
　 １ １ 　 画 像 デ ー タ 記 憶 部
　 １ ２ 　 表 示 回 路
　 １ ３ ， ２ ３ ， ３ ３ ， ４ ３ 　 制 御 部
　 １ ３ ａ 　 記 憶 部
　 １ ３ ｂ ， ３ ３ ａ 　 画 像 デ ー タ 演 算 部
　 １ ３ ｃ 　 切 断 面 演 算 部
　 ２ ３ ａ 　 単 位 角 度 設 定 部
　 ４ ３ ａ 　 更 新 処 理 部
　 Ｃ n ， Ｃ 1 ， Ｃ m 1 ， Ｃ m 2 　 画 像 中 心
　 Ｄ n ， Ｄ 1 ～ Ｄ 5 ， Ｄ m 1 ， Ｄ m 2 　 二 次 元 画 像 デ ー タ
　 ｄ m 1 　 ２ 次 元 超 音 波 断 層 像
　 Ｅ n ， Ｅ m 1 ， Ｅ m 2 　 十 二 指 腸 像
　 ｅ ， ｅ 0 　 単 位 法 線 ベ ク ト ル
　 Ｆ n ， Ｆ m 1 　 膵 管 像
　 ｆ 0 ， ｆ 　 膵 管 断 層 像
　 Ｇ m 2 　 胆 管 像
　 ｇ 0 ， ｇ 　 胆 管 断 層 像
　 ｆ ｇ 　 胆 管 膵 管 合 流 部 像
　 Ｈ 0 　 基 準 切 断 面
　 Ｈ ， Ｈ s ， Ｈ 1 ， Ｈ 2 　 指 定 切 断 面
　 ｈ 　 腫 瘍 断 層 像
　 Ｋ 　 カ ー ソ ル
　 Ｌ 　 直 線
　 Ｌ 1 ， Ｌ 2 　 補 助 線
　 Ｐ 1 ， Ｐ 2 ， Ｐ 2 a 　 指 定 点
　 ｒ n ， ｒ 1 　 位 置 ベ ク ト ル
　 Ｖ a ， Ｖ a n ， Ｖ a 1 ， Ｖ a m 1 ， Ｖ a m 2 　 軸 方 向 ベ ク ト ル
　 Ｖ b ， Ｖ b n ， Ｖ b 1 ， Ｖ b m 1 ， Ｖ b m 2 　 面 平 行 ベ ク ト ル
　 Ｗ 0 　 ３ 次 元 基 準 断 層 像
　 Ｗ 　 ３ 次 元 指 定 断 層 像
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】 【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

(37) JP 2005-118160 A 2005.5.12



专利名称(译) 超声诊断设备

公开(公告)号 JP2005118160A 公开(公告)日 2005-05-12

申请号 JP2003354314 申请日 2003-10-14

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) 奥林巴斯公司

[标]发明人 川島知直

发明人 川島 知直

IPC分类号 A61B8/12 G06T15/08 G06T15/00

FI分类号 A61B8/12 G06T15/00.200 A61B8/14 G06T15/08

F-TERM分类号 4C601/BB03 4C601/BB14 4C601/BB17 4C601/EE09 4C601/EE11 4C601/FE02 4C601/GA19 4C601
/GA25 4C601/JC02 4C601/JC33 4C601/JC37 4C601/KK09 4C601/KK12 4C601/KK22 4C601/KK25 
4C601/KK31 4C601/LL04 5B080/AA17 5B080/BA02 5B080/GA00

代理人(译) 酒井宏明

其他公开文献 JP4414720B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：在屏幕上轻松显示对象中感兴趣区域的断层图像，例如患
病部位（例如肿瘤）或体腔中的特征部位。 解决方案：在显示的二维超
声X射线断层图像上指定两个指定点并将其输入，并且将至少通过两个指
定点的直线用作旋转轴，并指定相对于通过旋转轴的参考切割平面的旋
转角度。 图像处理设备10包括：用于输入的输入装置8；以及控制单元
13，控制单元13用于基于二维超声断层图像生成具有相对于基准切割面
的旋转角度的指定切割面的断层图像。 监视器9用于显示和输出包括基
准切割平面或指定切割平面的断层图像的各种图像。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/c7267c77-612d-4083-a9ff-480d1b6adbc4
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034612298/publication/JP2005118160A?q=JP2005118160A

